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する法律 （ 88) 9 ・ 10
（ 注 ） 文部省に大学審議会を置き， 文部大臣の諮問
に応じ， 大学の 設置基準及 び学位に関する事
項を調 査 審議すると と もに， 必要があ ると 認
めると きは， 文部大臣に勧告すること ができ
ること と し た。
0労働基準法の一部を改正する法律 （ 99) 9 ・ 26
（ 注 ） 使用 者は， 命令で定める賃金 について ， 命令
で定め る確実な支払の 方法に よ る場合には，
賃金を通貨以外のもの で支払 う こと ができる
こと 等 の 改正がなきれた。
0勤労者財産形成促進法の一部を改正する
法律 （ 100) 9 ・ 26
（ 注 ） 勤労者財産形成住宅貯蓄制度 の創 設に伴い所
要の規定の整備を行 う こと 等 の改正がなされ
た。
0民法等 の一部を改正する法律 （ 101)  9 ・ 26
（ 注 ） 配偶者 の あ る者が養子と なるには， そ の配偶
者と と もに縁組をすること を要 し な いものと
し ， 配偶者の あ る者が成年に達 し た者を養子
と する場合も， 同 様と する等 の改正がなされ
fこ。




。大学審議会令 （ 301) 9 ・ 10
（ 注 ） 大学審議会 の委員 の任期， 審議会に必要に応




省令 （ 文部26) 9 ・10
0国立の学校におけ る授 業料 そ の 他 の 費 用
に関する省令の一部を改正する省令 （ 文







（ 注 ） 国 立の大学の学部に係る入学者選抜において ，
出 願 書類等に よ り第l 段 階 目 の選抜を行い，
そ の 合格者に限り学力検査 そ の 他に よ り第2
段 階 目 の選抜を行 う 場合におけ る第1 段 階 目
の選抜の不合格者に対する検 定料の取扱い及
ぴ大学又は学部の附属学校に係る入学者選抜
において 抽選によ る選考等を行い， そ の合格
者に限り試験， 健康診断， 書面そ の他によ る




る省令 （ 文部29) 9 ・ 30




令 （ 文部30) 9 ・ 30
0国 立大学共 同 利 用 機関 組織運営規則の一
部を改正する省令 （ 文部31) 9 ・ 30
告 示
0大学 入学に関 し 専修学校高等課程につい
て 文部大臣が個別に指定 し た件
（ 文部 1 14) 9 ・ 16
0大学 入学に関 し 文部大臣が個 別に指定 し
た専修 学校高等課程について そ の 名 称を
変更 し た件 （ 文部115) 9 ・ 1 6
0大学 入学に関 し 文部大臣が個別に指定 し
た専修学校高等課程につ いて そ の 課程を
廃止 し た件 （ 文部 1 1 6)
0電気事業法の規定に基づ く 主任技術者の
資格等に関する省令の規定に基づ く 認定
を受け た学校等の 名称等の変更届があ っ
9 ・ 16
た件 （ 通産395) 9 ・ 17
0国 際 ビ ジネ ス 郵便物の取扱いに関する利
用 条件を定め る件の一部を改正する件
（ 郵政710) 9 ・ 21
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学 内 規 則
富山大学学則の一部改正
富山 大学学 則の一部 を 改正する 学日ljを 次の と おり制
定する 。
昭和62年 9月 18 日
富山 大学長 大井 信一
富山大学学則の一部 を改正 す る学則
富山大学学Qlj （ 昭和59 年 3 月 12 日 制定）の一部 を 次
の よ う に 改正 す る 。
第 22条に 次の ただ し 書 き を !Jn え る 。
ただ し ， 続出学部夜間主 コ ー ス に つ いては ， 教養部
にあっ て は 2 年 ， 学部に あっ て は 2 年 と する。
附 則
こ の学 則は ， 昭和62年 9 月 18 日 か ら 施 行 し ， 昭和62
年 4月 1 日 か ら 適用 する。
惨 富山 大学学則の 改正理由
経i肖学部夜間 主 コ ー ス の修業年 限 を 明 示する ため，
所要事項 を 改める 。
富山大学経済学部規則の一部改正
富 山 大学経済学部 規則の 一部 を 改正する 規則 を 次の
と おり制定する 。
昭和62年 9 月 18 日
富山 大学長 大井 信一
富山大学経済学部規則の一部 を 改正 する規則
富山 大学経済学部規則（昭和50年 6 月 27 日 制定） の
一部 を 次 の よ う に 改正する。
第 4条 を 次 の よ う に 改める 。
第 4条 本学部 に おけ る 専 門教育 課程の履修期 間 は ，
2 年 6 月 と する 。 ただ し ， 夜間 主 コ ー ス の 履修 期 間
は 2 年 と し ， 一般教育課程の 履修期 間 中 に お い て も，
第 2 年 次の前学期か ら 専 門 教育 課程の授業科目 を 履
修する こ と が で き る もの と する 。
附 則
こ の 規則は ， 昭和62年 9 月 18 日 か ら 施行 し， 昭和62
年 4 月1 日 か ら 適用 する 。
砂 富山 大学経済学部規則の 改正理由
経済学部夜 間 主コー ス の 履修期 間 を 明 示する ため，
所要事項 を 改める 。
富山大学理学部規則の一部改正
富山 大学理学部規則の一 部 を 改正する 規則を 次 の と
おり制定する。
昭和62年 9 月 18 日
富山 大学長 大井 信一
富山大学理学部規則の一部 を改正する規則
富山 大学理学部規則 （ 昭和52年 5 月 16 日 制定） の 一
部 を 次の よ う に 改正する 。
別表の数学科の専攻科 目 及 び単位数 の 欄 中
「｜線 形 代数 学I 2 




幾 何 学 II I 2 I」
「 ｜幾 何 学 I 2 
幾 何 学 II 
幾何学 演 習
幾 何 学 III
「 ｜位相数 学II I 2 I いを
「｜位相数 学 II I I 2 I」に ，
「｜ 実 関 数 論演 習 I 1 I I 
｜ 実 関 数 論II I 2 I ｜」
「 ｜ 実 関 数 論演 習 ｜ I 1 I 
｜ 実 関 数 論II I I 2 I」
「｜ 応 用 解 析 学I I 2 I I 
｜ 応用 解析学演習 I 1 I ｜」
「 ｜ 応 用 解 析 学I I I 2 I 
｜ 応用 解析学演習 1 I 1 I」
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「｜ 計 I 40 I 60いを
「｜ 計 I zg I 71 I」に改め る。
別表の数学科の表中
「 専攻必修40 単位」を 「専攻必修29単位」に， 「 専









「｜幾何学I I 」に改め る。
附 則
1 この規則 は，昭和62年9月18日から施行 し，昭和
62年4 月1日から適用する。
2 昭和61年度以前の専門教育課程移行者について は ，
なお従前の例によ る。
砂 富山大学理学 部 規則の改正理由
授業 科目 及び単位 数を 整理し ，教育内容の充実を図
るため，所要事項 を改め る。
富山大学工学部規則の一部改正





富山大学工学 部 規則（昭和25 年12月15日制定）の一
部を次のよう に改正する。
別表工業化学科の表の専攻科目 中
「｜燃料工 学 第i I 2 
学 第 2 I 2 







業 化 学 I 2 
業 化 学I 2 II」
管 理I 2 II」の前 に
報
「｜燃 料 化 学I 2 
有機工 業化学 第 1 I 2 II を加え
有機工 業化学 第 2 I 2 11」
「｜有 機 合 成 化 学I 4 I 」を
「｜有機合成化学 第 i I 2 II 
｜有機合成化学 第 2 I 2 11」に，
「l反応速度論I 4 
無 機 化 学I 2 
第287号
電気化学 工 業 第 l 2 
電気化学 工 業 第 2 2 
物 化 Aナ以． ｜｜ を理 4 
触媒化 学 第 1 2 
触媒化 学 第 2 2 
応用コロイド化学I 4 II」
「｜無 機 化 学I 4 
工 業無機化 学I 2 






第 l 2 




「｜固 体 化 学I i II 」を 削り，
「｜分 析 化 学I 2 II」の次 に
「｜分析化 学演習I i II」を加え，
「10卒 業 論 文I i211」を












1 この規則 は，昭和62年10月 l白から施行する。
2 昭和61年度以前の専門教育課程移行者については ，
なお従前の例によ る。
砂 富山大学工学 部 規則の改正理由
工業化学科 及び化学工学科の授業 科目 を 整理し，教











第3条に次の ただし書き を加え る。
ただし， 経済学部夜間主コースについては履修期間
を2年とし，一 般教育課程の履修期間中 において も，

















制定）の一部を次 の ように 改正する。
第4条第l項第2号 を次の ように 改める。
(2) 冨1Jセンタ一長
第4条第1項に 次 のl号 を加え る。
(4）研究員 若干名




長の推薦に基づき ，運営委員会の議 を経て ，学長が
命ずる。




7 研究員の任期は，2 年とする。 ただし，再任 を妨
げない。
第5条第2項 を次の ように 改める。












6号まで を2号ずつ繰り下げ ，第2号 を第3号とし，
同号の次に 次 のl号 を加え る。
(4) 学 生部長











織の見直しを図り，研究開発 を中 心とした執行体制 を
充実するため，所要事項 を改める。
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富山大学教務委員会規則の一部改正
富 山 大学教務 委 員 会規則の一部 を 改正する 規則を 次
の と おり制定する 。
昭和62年 9 月 18 日
富 山 大学長 大井 信一
富山大学教務委員 会規則 の一部 を改正する規則
富 山 大学教務委 員 会規則 （ 昭和55年 4 月 18 日 制 定 ）
の一部 を 次の よ う に改正する 。
報 第287号
第 2条中 第 3号 を 削リ， 第 4号を 第 3号 と し， 第 5
号 を 第 4号 と し ， 第 6号を 第 5号 と する 。
附 則
この規則は ， 昭和62 年 9 月 18 日 から施行し， 昭和62
年 7 月 17 日 か ら 適用 す る 。
砂 富 山 大学教務委員会規則の改正理由
富 山 大学国 際交流委員 会に留学生部会が設置さ れた
こ と に伴い， 所要事項 を 改め る 。
諸 議
AQE 
入学試験管理委員 会専門委員会（ 9 月 2 日 ）
（議 題）
( 1 )  入学試験業務にお け る 電算処理につ い て
昭和62年度第5回補導協議会（ 9 月 3 日 ）
（審議事項）
( 1 )  文化部会 l号委員 （ 部会長 ） 及 び 2号委 員 の選出
につ い て
(2 ) 体育部会 1号委員 （ 部会長 ） の選出につ い て
(3) 課 外活動にお け る 集会 及 び施設の使用につ い て
昭和62年度第 1 回教務委員 会（ 9 月 4 日 ）
（審議事項）
(1 ) 富 山 大学学則の 改正につ い て
(2) 富 山 大学教務委員 会規則の 改正につ い て
昭和62年度第3回学園ニュース編集委員 会（ 9 月 10 日 ）
（協議事項）
新任教官の学歴掲載方法につ い て
昭和62年度第3回大学院委員会（ 9月11 日 ）
（審議事項）
( 1 )  昭和63年 度 富 山 大学大学院理学研究科 （ 修士課
程） 及 び工学研究科 （ 修士課程） 入学試験合格者
の判定につ い て
(2 ) 昭和63年度 富 山 大学大学院工学研究科 （ 修士課
程） 推薦入学者 の 選考につ い て
(3) 昭和63年度 富 山 大学大学院人文科学研究科 （ 修
士課程） 学生募集要項につ い て
昭和62年度第5回入学試験管理委員 会・第4回入学者
選抜方法研究委 員 会の合同委員会（ 9 月 1 1 日 ）
（審議事項）
( 1 ) 昭和63年度 富山大学学生募集要項（ 案 ） につ い て
(2) 昭和63年 度 入学試験合否判定資料の 内容につ い
て
(3) 昭和63年 度大学入学者選抜共通第 1 次学力 試験
成績請求及 び 提供に係 る オ ン ラ イ ン 処理につ い て
第 2 回入学試験電子計算機処理委員会議（ 9 月 16 日 ）
（識 題）
( 1 )  入学試験 電算処理業務 の 分 担につ い て
昭和62年度第6回評議会（ 9 月 18 日 ）
（審議事項）
(1 ) 富 山 大学学則の一部改正につ い て
(2) 富 山 大学経済学部規則の一部改正につ い て
(3) 富山大学理学部規則の一部改正につ い て
(4) 富 山 大学工学部規則の一部改正につ い て
(5) 教養部規則の一部改正につ い て
(6) 富 山 大学教務委員 会規則の一部改正につ い て
(7) 富 山 大学情報処理 セ ン タ 一規則の一部改正につ
い て
(8) 昭和62 年 9 月 卒業者の認定につ い て
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昭和62年度第 1 固体育部会（ 9 月 2 1日）
（議 題）
昭和62年度第6回入学試験管理委員 会・第5回入学者
選抜方法研究委員 会の合同委員 会（ 9 月2 8 日 ）
(1 ) 昭和62年 度体育 系 サ ー ク ル リ ー ダー研修会 に つ （審議事項）
い て





( 1 ) 昭和64年度以降の「国立大学入学者選抜 第 2 次
試験実施の諸方式」に 関す る 意 見 に つ い て
(2) 昭和63 年度富山大学学生募集要項（ 案） に つ いて




部局・研究代表者の官職・氏名 民問機関の 名 称 研 究 題 目 党入期 間 区 分 受入研究費
工学部 教授 時 津 貢 日 華 化 学 工 業 （掬
金属材料の熱間鍛造に お け 昭和62年 9 月
る 潤滑剤の 開 発
A 1, 000千円
昭和63 年 3 月
工学部 教授 笹倉蕎介
白馬プフ ス チッ ク ス 各種合成樹脂膜に よ る 気体 昭和62年 9 月
工業（附 の透過機構に 関する 研 究
A 1, 200 
昭和63 年 3 月
昭和62年 9 月
工学部 教授 龍 山 智栄 北 陸 電 気 工 業 （楠 半導体磁気セ ンサの研究 A 1, 400 
昭和63 年 3 月
工学部 教授 宮下和雄 北 陸 電 気 工 業 （械
高誘電率 セ ラ ミ ッ ク誘電体 昭和62 年 9 月
を 用い たE L表示素子の研究
A 1, 400 
昭和63 年 3 月
教養部 教授 森 克徳 北 陸 電 力 側
酸化物超伝導体の臨界温度 昭和62年 9 月
と 格子定数に 関す る 研 究
A 2, 000 
昭和63 年 3 月
工学部 教授 宇佐美 四郎 武 内 プ レ ス 工 業 側
ア ル ミ 容器の塗膜性能分析 昭和62年 9 月
と そ の評価に つ い て
B 800 
昭和63 年 3 月
工学部 教授 加川幸雄 島 田 理 化工 業 附
有限要素法に よ る 振動 系 の 昭和62年 9 月
解析
c 400 
昭和63 年 3 月
工学部 教授 時 津
ェ貝 ニ 協 ア ルミニ ウ ム 押出 用 夕、 イ ス の メ タルフ ロ 昭和62年 9 月
工業（補 一調 整型新設計技術 の 開 発
c 400 
昭和63 年 3 月
科学研究費補助金資料
て く だきい。昭和62年度の 予算額， 配分方針， 審査方針等 に つ い
て 次の と お り ま と め て み ま し た ので， 今後の参考 に し （ 文部省科学研究費補助 金採択一覧か ら 抜粋）
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対 前 年 度
比 較 ム 減
l. 科
学
研 -:TL 費 42 180 000 43, 710 000 I, 530, 000 
特 別 推 進 研 究 2 300,000 2,300 000 。
特 別 研 ワbプL
が ん 特 別 研 究 2,070,000 2,070,000 。
自然災害特 別 研 究 530,000 40 000 企 490,000
環境科 学特 別 研 究 950 000 130 000 ム 820,000
核 融 合 特 別 研 究 2, 100,000 800,000 ム1,300,000
重 点 領 域 研 究 。 4,620,000 4,620,000 
特 定 研 ヴbプし 5,270,000 4, 010, 000 ム1,260,000 
総 合 研 究 凶 2 530 000 2,530,000 。
(B) 180 000 180,000 。
般 研 究 凶 3,910,000 3 910, 000 。
(B) 5,460,000 5,460,000 。
(C) 5,520,000 5, 720,000 200 000 
奨 励 研 究 凶 4,230,000 4, 410, 000 180 000 
(B) 90,000 90,000 。
試 験 研 -71.. 3 615 000 3, 715,000 100,000 
海 外 学 術 研 究 1,525,000 1,825,000 300 000 
特 別 研 究 促 進 費
2 研 究 成 果公開 促 進 費
I, 900, 000 I, 900,000 。
980,000 1,030,000 50,000 
3. 特 定 泊時""' 励
計
費 340,000 340,000 。
合 43, 500,000 45, 080,000 1. 5回，000
（注） 昭和62年 度からエネルギー特別研究 を核融合特別研究 iζ， 海外学術調査を海外学術研究 lζ名称変更した。
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II. 昭和62年度科学研究費補助金の配分基本方針
（学 術審議 会 科学 研究費分科会 審査部会 運営委員会 決定）
昭和 62年度科学研究費補助金の配分は． 昭和 62年 2 月
13日付 「昭和 62年度科学 研究費補助金の配分に ついて」
の 諮問に おけ る 配分に 当 た っ ての基本的考え方K基づ く
ほ か． 乙 の基本方 針に よ る も の と する 。
I 全種目共通事項
1. 研究課題及び成果公開は， 各種 目 の 目 的 ・ 性格lζ即
し ． 我が国の学 術の現状lζ 即 し て 重要な も の に つ き 重
点的に選定する 。
研究課題の選定；ζ 当 たっては． 研究目 的の 明催さ ．
研究の独創性． 学 界への 貢献度等を考慮する と と も に
当 該研究者の従来の研究成果を も 厳正に評価し． 研究
成果の期待で き る も の を選定する よ う に 配慮する。 な
お， そ の際新しい学 問分野の開拓及び進展について も
十分配慮する 。 また． 特lζ高齢の 研究者が名 目 的 な 研
究代表者 に な っていな いか留意する 。
2 .  採択 し た 研究課題及び成果公聞に 対 し ては， そ の研
究文は公開の内容 に 対応する必要 な 額を 配分する 。
3. 研究計画及び公開計画の遂行上， 同一課題の継続を
認める 種 目 に つ いて は． 次年度以降におけ る 継続分 と
新規採択分 と の 調和 が保た れ る よ う に採択計画 を た て
る も の と する 。
II 種目別事項
1. 特別研究． 重点領域研究及び特定研究に ついては．
公募方式に よ る 研究に ついて も 十分配慮する 。
2. 総合研究 （ A ) . 一般研究 （ A . B .  C ） 及び奨励
研究 C A ) C た だし． 日本学 術振興会 の特別研究員を
対象と する も の を除 く 。 ） に ついて
① 各小委員会 への研究費の配分は， 人文 ・ 社会 ． 自
然科学 の 各分野 に わ た っ て調和 を図る と と も に学 術
研究の実態に適合する よ う ． 次の方針lζ基づき 別添
「昭和 62年度科学研究費補助金配分方式」 による も
の と する 。
ア． 総 合 研 究 （ A )
（ ア） 前年度に継続を予定した継続分の枠として．
前年度配分額の1/ 2 の額を あらか じ め設けて
お く 。
（イ） 本年度配分額から上記の継続分の額を除いた
分 に ついては． 前年度配分額の実績． 本年度申
請研究経費及び本年度申請研究課題数の各要素
を そ れぞれ 6: 2 : 2 の 比重で勘案 して配分す
る 。
イ． 一 般 研 究 C A . B .  C )  
（ア）前年度iζ 続続を予定した継続分の枠と して．
一般研究 C A ） に ついては前年度配分額の2/5
の額を． 一般研究 C B . C ） に ついては前年度
配分額の1/3 の額をあらかじめ設 けてお く 。
（イ） 各研究種 目 の 本年度配分額から上記の継続分
の額を除いた分に ついては． 前年度配分額の実
績の本年度申請研究経費及び本年度申請研究課
題数の各要素を そ れぞれ 6 : 2 : 2 の 比重で勘
案して配分する 。
ウ ． 奨 励 研 究 （ A )
本年度の 配分額に つ き 前年度配分額の実績． 本
年度申 請研究経費及び本年度申請研究課題数の各
要素をそ れぞれ 8 : I : I の 比重で勘案して配分
する。
＠ 下記lと掲げる 事項iとっき ， 450,000 千円 の 範囲内
で第 2 段審 査に おける 調整を行う。
（ア）専門分野を通 じ て採択率及び充足率の均衡を図
る た め の調整
（イ）格段に優れている 研究課題が極めて高額な 研究
経費を要するため． 乙 れを採択する 場合lζ定めら
れた配分額では当 該分野内 に お け る 採択計画 lζ著
し く 支障を 生ずる 場合による 調整
（ウ）優れた先駆的又は萌画的研究に係 る 採択計画の
調整
（エ）人文 ・ 社会 科学 の研究の振興のための調整
｛オ）そ の 他調整の必要が認められ る 事項
3. 総 合 研 究 （ B ） に ついて
各専門分野への研究費の配分枠に ついては． あらか じ
め と れを設けない乙 と と し 各分野別小委員会 の審査
結果を踏まえ， 運営委員会 に おいて調整決定する 。
4. 試験研究に ついて
( I）各専門分野への研究費の配分枠に ついては， あら
か じ め乙れを設けない と と と し 第二段審査に お け
る 各分野別小委員会 の審査結果を踏ま え． 運営小委
員会 に おいて調整決定する。
1 2 ）前年度lζ継続を予定した継続分の枠と して． 必要
な額をあらか じ め 設けて お く 。
13 ）第 2 段審査 に おいて， 50,00 0 千 円の 範囲内 で技術
教育振興等への貢献度に ついて配慮 し ． 必要な調整
を行 う 。
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イヒ Aヲu与． 系 638 700 
生 物 系 1, 779,800 









I. 昭和 62年度科学 研究費補助金 （科学 研究費及び研究
成果公開促進費） の配分は．予算 （別添） の範囲内 に お
いて行 う 乙 と。
日 科学 研究費の う ち． 総合研究 （ A ) . 一般研究． 奨
励研究 （ A) （ ただ し ． 日 本学 術振興会 の特別研究員
を対象とする も の を除 く 。） 及 び 試験 研究にあっては，
書面に よ る 第 l 段審査 と 合議 に よ る 第 2 段審査の二 段
審査とする 乙 と。
Ill. 種 目 別配分審査の考え方
i 科学 研究費
1 .  特別推進研究
( I  ） 国際的に 高い評価を得ている 研究で． 特K多額
の 研究費を必要とする も の に ついて ， 重点的に 研
究費を交付し． 一層の推進を図る と と を 目 的 と す
る も ので， l 人文は 比較 的少人数の研究者で組識
し， 格 段に優れた 研究成果が期待 さ れる 研究課題
を 選定す る 。
1 2 ） 同一課題 の 研究を次年度以降も 継続して行 う 必
要があ る 場合は， そ の継続期間は 3 ～ 5 か年 と し
そ の年限内 に 研究が終了する よ う に 配慮する。
2. がん特別研究
( I ） がん制圧に関する社会 の 強い要望に 応え ， がんの
予防． 診断， 治療を確立する た め に必要 な がんの 基
礎 的 研究を集中的に推進する 乙 と を 目 的 と する も の
で， 特にがんの予防を対象 と する 発がん物 質及び発
がん機構の解析． がんの診断を対象 と す る がんの生
物 学 並び にがん細胞の本態lと 関する 研究及び 制がん
に関する 基礎的研究に重点、を お き ． 年次的． 計画的
かっ集 中 的 研究計画の も と に優れた 成果があ る よ う
な 研究課題を選定す る 。
( 2 ） 同一課題の 研究を次年度以降 も 継続して行 う 必要
があ る 場合 は ， そ の継続期聞は 3 か年以内 と し そ
の年限内 に 研究が終 了する よ う に 配慮する。
3. 自然災害特別研究
災害対策等の社会 的要請にかんがみ． 自然災害の実
態を究明し． そ の予防． 軽減策を確立する た め． 防災
工学 ， 地球科学 等iζ 限らず関連諸領域の研究を総合し
た 基礎的研究を重点的かっ集中的lζ推進する 乙 とを 目
的とする も ので． 特lζ異常 自然現象の最大規模・極値．
災害の素因． 誘因の予知と制御， 各種の防災機 能の破
壊限界， 災害拡大のメカニズム． 災害の防止・軽減シ
ステム， 環 境の変化lζ伴 う 自然災害の予測． 特定地域
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の 自然災害の予測及び都市震害対策の 研究に重点をお
き ． 年次的． 計画的かつ集中的研究計画の も とに優れ
た成果があ る よ う な 研究課題を選定す る 。
4. 環境科学 特別研究
人間活動 が人聞を と り ま く 環境に及ぼす影響と ． そ
れが更に人間の福祉． 健康． ひいては生存に ど う はね
返って く る かの問題について， 全地球的 な い し地域的
な 規模で． そ の基礎的研究を集中的iζ推進する 乙 とを
目 的とする も のであ り ． 環境現象の動 態の究明．環境
悪化が人聞に対して与え る 影響の解明．環境の保全な
いし改善の ための技術的子法の 開発 （環境改善技術）
環境保全の理念及び制度若しくは仕組み と しての保全
手法の研究． 環境にお け る物 質の挙動 lζ関する 情報の
計測と データ処理手法の研究等K重点を お き ． 年次的．
計画的かっ集中的研究計画の も と に優れた 成果が あ る
よ う な 研究課題を選定する。
5. 核融合特別研究
( 1） 長期的 エ ネルギー資 源の確保に関する社会 的要請
に かんがみ． 骸 融合エネルギーの制御・利 用 に つ い
て広範な関連分野に お け る 学 術研究を集中的に推進
する 乙 と を 目 的 と する もので． 炉材料及びプラズマ
ー壁相互作用 ， トリチウ ム． 炉心 制御の基礎． 超電
導マグネット， 核融合ブランケット工学 及び核融合
炉設計と評価等の研究に重点を お き ， 年次的． 計 画
的かっ集中的研究計画の もとに優れた成果があ る よ
う な 研究課題を選定する。
1 2 ） 同一課題の研究を次年度以降 も継続して行 う 必要
があ る 場合は． その継続期間は 3 か年以内とし． そ
の限度年限内 に 研究が終了する よ うに配慮する 。
6. 重点領域研究
( 1 ） そ の研究領域が学 術的・社会 的要請の強い も のと
して特に定められた 乙 とに かんがみ． 一定期間． 当
該研究を重点的 にかっそ の進展等に応 じ て機 動 的 に
推進し， 研究領域の研究を格 段に発展 さ せる た め に
貢献する 研究課題を選定し そ れぞれの研究領域の
研究 目 的 が有効に達成さ れる よ う に 配慮する。
(2) 同一課題の研究を次年度以降 も継続して行 う 必要
があ る 場合は． 当 該研究領域の限度年限内 に 研究が
終 了する よ う 配慮する 。
7. 特定研究
(!) そ の 研究領域が学 術的文は社会 的要請の強い も の
と して特に定められた 乙 とにかんがみ， 当 該領域の
基礎的研究を年次的 lζ推進し， そ の領域の研究を 画
期的に発展 さ せ る た め に貢献する 研究課題を選定し，
そ れぞれの 研究領域の研究 目 的が有効に達成さ れる
よ う 配慮する も の と する 。
－Eム唱EA
昭和62年10月1日発行 学
( 2 ）同一課題の研究を次年度以降 も 継続 し て行 う 必要
が あ る 場合は． 当 該研究領域の限度年限内K研究が
終了する よ う に 配慮する。
8. 総合研究 （ A )
(j) l 研究機関を越え て広 く 異な る機関に所属する 研
究者が． 共同 し て緊密な連絡の も と に行 う 具体的な
研究であ っ て， 特lζ研究組織が研究者個々 の 単な る
集合体ではな く ． 有機的協力性があ る 共同研究で研
究の進め 方が着実で必要研究費が合理的であ る と と
も に， 成果の学界への高い貢献度が明確に示 さ れる
よ う な研究計画であ る 研究課題を選定する。
1 2 ) 同一課題の研究を次年度以降 も継続 し て行 う 必要
があ る 場合は， その継続期間は 3 か年以内 と し そ
の限度年度内 に 研究が終了する よ う に 配慮する。
9. 総合研究 （ B )
(j) l 研究機関を越え て広 く 異な る 機聞に所属する 研
究者が， 共同研究等の研究計画等の企画調査を行 う
も ので， 次の各項の い ずれかに該当する 研究課題を
選定する。
①「重点領域研究」の研究領域を 申 請する た めの準
備研究・ 調査を行 う も の。
＠ 学術振興上必要性の高いその他の共同研究等
（国際共同研究を含む。 ）の 研 究 計 画等の企画を
行 う もの。
① 日 本での開催が予定 さ れる 国際研究集会 K関 し．
研究内容面 に 関 し て特に必要な企画等の準備 （組
織委員会 等が行 う べき も の を除 く 。）を行 う もの。
( 2 ） 研究期聞は l 年 と する。
10. 一般研究
（］）同ーの研究機闘に所属する 研究者が数人で共同 し
て 行 う 研究又は 1 人で行 う 研究であ っ て． 特色あ る
研究を格 段に進展 さ せる よ う な 研究課題を選定する。
特に 焦点の し ぼられた具体的な 目 的 と 独創的な研究
内 容を持ち， 研究の進め方が着実で研究経費が合理
的であ り ． かっ研究成果の学界への高 い 貢献度 な ど
が明篠に示 さ れる よ う な研究計画であ る研究課題を
選定する。
な お． 研究代表者 と 異な る機関に所属する 研究者
が研究分担者 と し て一部協力する場合であ っ て も ．
その数が 1 名で あ り ． かつ， 研究費全額に つ い て，
その管理を研究代表者の所属する 研究機聞に お い て
行 う 場合は． 一般研究 と し て取 り 扱 う も の と する。
1 2 ） 向一課題の研究を次年度以降 も 継続 し て行 う 必要
があ る 場合は， その継続期間が一般研究 （ A ）は4
か年． 一般研究 （ B ). CC）は 3 か年以内 と し そ
の限度年限 内 に 研究が終 了す る よ う に配慮す る。
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1 1 . 奨励研究 C A )
(I ）研究機関に所属する37才以下の若い研究者 （昭和
25年4月 1 日 以降lζ 生 ま れた者 （ 日 本学術振興会 特
別研究員 を含む。） ） が l 人で行 う 研究であ っ て． 将来
の発展が期待で き る 優れた着想を も っ研究課題を選
定する。
( 2 ）研究期間はl年 と する。 ただ し． 日 本学術振興会
の特別研究員が同一課題の研究を次年度以降 も継続
して行 う 必要があ る 場合 は， その継続期間は2か年以
内 と し ， その限度年限内 lと研究が終 了する よ う に配
慮する。
1 2 . 奨励研究 （ B ) 
(I ）幼稚園・ 小・中・高等学校の教職員その他研究機
聞に属 し な い 研究者が1人で行 う 研究で． 大学等の
研究機関で行われな い よ う な教育的・社会 的意義を
有する 研究課題を選定する。
( 2 ） 特に研究者の研究実績・ 研究遂行の熱意等を考慮
し 研究計画 に 具体性のあ る も の と する 。
( 3 ）研究期間は l 年 と する。
1 3 . 試験研究
(j）同一の研究課題 に つ い て研究者が通常数人で共同
し て行 う 研究であ っ て． 基縫と な る 研究成果の蓄積
を踏ま えて． 更に研究を発展 さ せる 乙 と に よ り ． 研
究の成果が実用lζ移 さ れる 可能性を もっ試験的・ 応
用的な研究課題を選定する。
対象と な る研究の例と し ては． 次のよ う な ものが
考えられる。
0 新 し い材料 （医薬品， 実験動物． 医用材料を含 む。）
新 し い 手法等の開発iζ 関する 研究
。 新 し い 高性能の機器 （研究機器を含む。） の試作研
-プ"L
0 新 し いシステムな い し ソフ トウ ェアの開発K関す
る 研究
0 その他
( 2 ）試験研究の趣旨が十分生か さ れる よ う な規模の研
究計画であ る 乙 と。 ま た． 民間等の研究者の参加・
協力 （例え1-f. 研究分担者） を得て． 研究の遂行lζ
有効適切な 研究組織の編成が図られて い る 乙 と が望
ま し し、。
( 3 ）同一課題の研究を次年度以降 も 継続 し て行 う 必要
があ る 場合は， その継続期聞は 3 か年以内 と し そ
の限度年度 内 に 終 了する よ う に配慮する。
1 4 . 海外学術研究
(I）学術調査




査総括を含む。） で優れた成果の期待で き る も のを選
定する 。
( 2 ） がん特別調 査
「対がん1 0カ年総合戦略」の重点研究課題lと従 っ て．
諸外国との交流・協力を図る 研究計画及び世界各地
に み ら れ る がんの特性に ついての基礎的調 査を 行 う
研究計 画 （事前準備を含む。） で優れた 成果の期待で
き る も のを 選定す る 。
( 3 ） 共 同 研究
圏内の研究者グル プーと国外の研究者グル プーが．
一定期間主と し て国外に おいて共同で研究・実験等
を 行 う 研究計 画で優れた成果の期待で き る ものを 選
定する 。
( 4 ） 大学 間 協力 研究
日 本の大学 が外国の大学 と の聞の協定等に 基づき ，
一定期間組織的 に 行 う 研究計画 （大学 長が認め た も
の） で優れた 成果の期待で き る も のを選定する 。
1 5. 特別研究促進費
( 1 ） 緊急かっ重要な研究課題の発生lζ対応 し て研究費
の配分を行う 。
( 2 ） 研究助成に関する 新構想の実験的試行を行う 。
( 3 )  その他研究費の配分lζ関 し 必要な調整を 行 う 。
ii 研究成果公開促進費
1 .  学 術定期刊行物
我が国の学 会 等が． 学 術研究の成果を発表する 乙 と
を 目 的 と し て定期的に刊行す る 欧 文誌文は欧 文抄録を
有する 和 文誌で． 学 術的価値が高しかっ． 学 術の国
際交流に 重要な役割を果たす乙 とが期待 さ れる も のを
選定す る 。
2 .  学 術図書
( 1 ） 一般学 術図書
学 術研究の成果を発表する た め に刊行 し よ う とす
る 図書で． 学 術的価値が高い も のを選定す る 。
! 2 ） 特定学 術図書
我が国の優れた 学 術研究の成果で， 翻訳 し て国際
的 に普及・紹介する 乙 とが望ま し い も のを選定する 。
3. データベース等
( 1 )  データベース
我が国の研究 動 向を踏 ま え， データベースの必要
性は高いが欠落 し てい る 分野， 我が国が当該分野の
研究又は情報のセンターとな っ ている 分野等lζ重点
を お き ． 既に実用 iと供 し 得 る 条件を備え， かっ． 公
開利用 を 目 的 と する も のを 選定する。
( 2 ） 二次刊行物
学 術研究の基礎資料と し て定期又は不定期に刊行
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する 抄録誌． 索引誌． 文献目 録， 総合 目 録等で学 術
的価値の高いも のを選定す る 。
4. 研究成果公開発表
我が国の創造的な科学 技術の振興を図 る ため． 大学
等の研究者が生み出す研究成果の民間等外部各方面l乙
対する公 開発表の社会 的要請が高 ま っ てい る こ とに か
んがみ， 研究者グル プー等が独創的， 先駆的な研究成
果を広 く 普及・紹介 し よ う とす る 公 開発表 （ 学 会 等の
定期的行事． 発表会 等を除 く 。） で，民間等の関心の高











































奨励研究（Bl審査会 （主査｛互選入園IJ主査（互選）． 委員． 専門委員）
海外学術研究審査会 （主査（互選｝． 副主査｛互選入委員． 専門委員｝
「一運営小委員会（主査 ｛互週）． 副主査（互選）．｜ 各小委員会の僻事）l 「人文科学小委員会 「｜ ト社会科学，e員会 ｜ 






(1） 分 科会運営会 議
2月1 6 日 （ 月 ）
(2) 一般研究等運営小委員会
2 月 16 日 （月 ）
(3) 重点、領域研究運営小委員会
2 月 16 日 （月 ）
(4) 特定研究運営小委員会
2 月 1 6日 （月 ）
(5) 試験研究運営小委員会
2 月 16 日 （月 ）
(6) 審査部会運営委員会
2 月 17 日 （火）
(7) がん特別研究審査会
2 月 25 日 （水）
3 月 1 2 日 （木）
3 月 1 8 日 （水）
( 8) 自然災害特別研究審査会
2 月 26 日 （木）
(9) 環 境科学 特別研究審査会
2 月 24 日 （火）
UOl 核融合特別研究審査会
2 月 19 日 （木）
(1 1) 重点領域研究審査会
月 日（曜） 小 委 員 会 名
2 月 16日（月 ）運営小委員会
2 月 26日（木） 自然災害の予測lと 防災力
2 月 24 日 （火） 人間一 環境系 の変化 と 制御
3 月 IO日（火） エネルギ一変換 と 高効率利用
� 月月 �� 日日（（ 木水） ） 新制御し い機 能性材料 の 設計 ・ 作製・物性












・ 社会 的発展 と 近代
3 月 2 日 （月 ） 励起分子ダイナミックス
3 月 3 日 （火） 超高率分子 変換





2 月 23 日 （月 ） 表面新物 質相
3 月 13日（金） 深層海水循 環過程の解明
3 月 16日（ 月 ） 原始太陽系 と 惑星の起 源
2 月 1 8日（水） 高分子錯体 の 動 的相互作用 と 電子 過程
3 月 9臼（月 ） 数値流体力学
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エ ンスの進展に基づ く がん
2 月 20日 （金） 細胞複製の分子 遺伝学 的展 開




物 の新 し い 機 能 開発のた めの基盤
3 月 IO 日 （火） ノfイオエ ナジェティックス






































3 月 4 日 （7J<) 真核生物遺伝子 の転写制御機構
3 月 1 1 日 （水） 光受容の分子 機構
3 月 16 日 （月 ） 植
礎
物細胞全能性成立の分子 生物 学 的基





の分子 生物 機構一運動 制御の物








障害の成因と 防御に関す る 基
(12) 特定研究審査会
月 日 （曜） 小 委 員 会 名
2 月 16 日 （月 ） 運営小委員会









の再評価 と 高度利用 を 目
3 月 1 1 日 （水） イオンビーム・固体相互作用
3 月 9 日 （月 ） 地球内部lと於け る物 質移 動 と 変化
3 月 12 日 （木） 混晶エレク トロニクス
3 月 20日 （金） カルシウ ムイ オンと 細胞機 能
3 月 5 日 （木） 核酸コンフォメーションと そ の識別




育種の細胞・ 分子レベルに お け る
2 月 20 日 （金） 内因性神経活性物 質の研究




代 謝病の病因解析 と 治療に関す
3 月 20日（金） 言JV！）語h\, 情報処理の高度化の た め の 基礎的
2 月 24 日 （火） 光波利用 センシング
3 月 19 日 （火） 中間子 科学
3 月 4 日 （水） 高効率光化学 フ。ロセスの 研究
3 月 1 3 日 （金） 生体機 能解明のた めの化学 合成
3 月 18日 （水） 有機 金 属化合物 の機 能 と物 性
2 月 24 日 （火） 集積反応場の多元的機 能の 開発
- 1 5  
昭和62年10月1日発行 学
2 月27 日（ 金） 高
計
性測能 化 学
センサシステムに よ る 化学
2 月21日（ 土 ） 遺伝的制御系 の 応答機構
2 月27 日（ 金） 植 物の 生活環調 節機構の 動 的解析
3 月1 3 日（ 金） 蛋白質機能の 分子論 的メカニズム
3 月13 日（ 金） 神経団路網の可塑性









(1 3)  一般研究 等審 査 会
ア． 第 l段審 査（書面審 査 ）
1 月22 日 （木）～ 3 月10 日 （火 ）
イ． 第 2 段審 査（ 合議 審 査 ）
月 日（曜 ） 小 委 員 会 名
� 月 月rn 日 日（（ 月 水） ） 運営小委員会
! 月 月 � 日日（（ 月火 ） ） 人文系 ， 物理系 ， 化 学系 ， 生物系
! 月 月 � 日日（（ 木水 ） ） 経工学済 学農（ 学 9 日のみ）， 医 学
1 月月i� 日日（（ 金土 ） ） 法理学学 ， (1複1合 日の 領み域） ，  文学 (10 日のみ）
(14) 試験研究 審 査会
ア． 第 l 段審 査（書面審 査 ）
1 月22 日 （木）～ 3 月10 日 （火 ）
イ ． 第 2 段審 査（ 合議審 査 ）
月 日（曜 ） 小 委 員 会 名
� 月 月i� 日日（（ 金月） ） 運営小委員会
4 月 3 日（ 金） 人文 ・ 社会科学
1 月 月i� 日日（（ 金土） ） 農 学 ， 医 学
! 月 月i� 日日（（ 火 月） ） 理学， 工 学
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(1 5) 奨励研究（B）審 査 会
4 月 3 日 （ 金）
(1 6)  海外学術研究審査 会
月 日 （曜〕 小 委 員 会 名
昭和61年8月2 9日（ 金） 現地調 査
昭和62年 3 月1 9日（木 ） がん特別調 査
昭和62年 3 月24 日（火 ） 調 査 総括
昭和62年 4 月30 日（木） 大学問協力研究
3. 審査方針等
( 1) 特別推進研究評価の着目点及び審査方法
① 評価の 着目 点 （ 学術審議会科学研究費分科会企
画部会決定）
各研究課題の評価に 当 た っ て は ， 次の 点lζ着目 し つつ
総合的 に 判断す る も の と す る 。
ア． 研 究の独創性及び研究の意義
研究 目 的 ， 方法が独創的であ る か ， ま た ， 学界
等 に お け る 関連研究の発展 lζ対 し ， 学術的又は社
会的要請に 応え ， 革新的な 貢 献 を す る 乙 とが期待
さ れ る ものであ る か。
イ． 研究 分野の 現状と 動向 及びその 中での こ の研究
課題の 位置づけ
当 該研究分 野の 現状と動向に かんがみ ， 当該分
野 に お け る 世 界の最先端でプラ イ オリティを競う
研究であ る か。 ま た ， 当 該研究 は ， 国際的な評価
が高 いか ， あ る いは ， 高い評価を得 ら れ る 可能性
が高 いものであ る か。
ウ ． 研究遂行能力及び当該分野 に お け る 評価
研究者の研究実績にかんがみ ， その研究を遂行
し ， 成果を あ げ る こ とが期待で き る か。 ま た ， 圏
内 に お いて 当 該研究 及び 乙 れと競う 研究を遂行 し
て いる 研究者の う ちで， 特別推進研究 を 遂行す る
者 と して適 し た者であ る か。
＠ 審 査の方法
公 募 に よ る 申 請
4 月上 旬～中 旬
ヒ ア リ ン グ 課 題 選 定
（ 審 査 部会一般研究等審 査 会系 小委員 会）
5 月中 旬～下旬
学術審議会委員の推薦に よ る 申請
ヒ ア リ ン グ
（企画部会系 小委員会）
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がん特別研究の審 査は ， 別 に 定め る 配分基本方針
に 基づくほか ， 乙 の審 査方針に よ る も のとす る。
(1) 計画研究方式に よ り 推進 を 図 っ て いる 研究計画
に つ いて は ， 当 該計画の達成の可能性に つ い て十
分配慮 す る 。
(2) 研究が終了 し たのち ， 研究報告が発表 さ れ る よ
うな研究課題を選定す る 。
(3) 研究課題の選定に 当 た っ て は ， 対がん10 カ年総
合戦略の重 点領域研究及び厚生省がん関係経費と
の関連 を 十分配慮す る 。
(4) 次年度以降 も 継続 し て研究を行う研究計画 に つ
いて も 審 査の対象とす る が ， 乙 の研究領域の進展
等lζ 機動的lζ 対 応す る た め ， 次年度以降の研究経
費 は 内 約 し な い。
(3） 昭和62年度自然災害特別研究審査方針
自然災害特別研究の審 査は ， 別l乙定め る 配分基本
方針に基づくほか ， 乙 の審 査方針に よ る ものとす る 。
乙 の特別研究が最終年度であ る ζとを考慮 し て ，
当 初の研究 目 的を 達成で き る とと も に ， 研究が終了
し た 後， 研究報告が発表 さ れ る よ う十分配慮す る 。
(4） 昭和62年度環境科学特別研究審査方針
環境科学 特別研究の審 査は ， 別lζ定め る 配分基本
方針に基づくほか ， 乙 の審 査方針に よ る も のとす る。
乙 の特別研究が最終年度で あ る 乙 とを 考慮 し て ，
当 初の研究目 的を 達成で き る とと も K， 研究が終了
し た後 ， 研究報告が発表 さ れ る よ う十分配慮す る。
(5） 昭和62年度核融合特別研究審査方針
核融合特別研究の審 査は ， 別に定め る 配分基本方
針lと基づくほか ， 乙 の審 査方針に よ る ものとす る 。
(1) 計 画研究方式に よ る 推進を図 っ て いる 研究計画
に つ いて は ， 当 該計画の達成に つ いて十分配慮す
る 。
(2）研究が終了 し た のち， 研究報告が発表 さ れ る よ
うな研究課題を選定す る 。 ただし ， 研究分野 に よ
っ て は ， 当 該研究の遂行に よ っ て 事後の研究の進
展に 貢献す る よ うな基盤的研究 も 重視す る ものと
す る 。
(3) 次年度以降 も 継続 し て 研究を行う研究計画 に つ
いて も 審 査の対象とす る が． こ の研究領域の進展
等iζ機動的 に 対 応す る た め ． 次年度以降の研究経
費 は 内 約 し な い。
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(6） 昭和62年度重点領減研究審査方針
重点領域研究の審 査は ， 別iζ定め る 配分基本方針
に基づくほか ， こ の審 査方針に よ る も のとす る 。
(1) 計画研究方式Kよ り 推進を図 っ て いる 研究計画
に つ いて は ， 当 該計画の達成の可能性に つ いて 十
分配慮す る 。
(2) 研究が終了 し たのち， 研究報告が発表 さ れ る よ
うな研究課題を選定す る 。
(3) 次年度以降 も継続 し て研究を行う研究計画に つ
いて も 審 査の対象とす る が ， 各研究領域の進展等
に機動的に対応す る ため ， 次年度以降の研究経費
は 内 約 し な い。
(7) 昭和62年度特定研究審査方針
特定研究の審査は， 別 に 定 め る 配分基本方針に基
づくほか ． こ の審査方針に よ る も のとす る 。
(1) 計画研究方式に よ り 推進 を 図「て いる 研究計画
に つ い て は ． 当 該計画の達成の可能性に つ いて 十
分配慮する。
12) 研究が終 了 し た のち． 研究報告が発表 さ れ る よ
うな研究課題を 選定す る 。
(3) 次年度以降 も 継続 し て研究を行う研究計画に つ
いて も 審 査の対象とす る が， 各研究領援の進展等
i乙機動的に 対 応す る た め ， 次年度以降の研究経費
は 内 約 し な い。
(8）総合研究（A）・（8←般研究（Al・（8）・（C）及び奨励 研究
(A開審査方針（ 学術審議会 科学研究費分科分審 査部会
一般研究等運営小委員会 決定）
各研究種 目 lζ係る 審 査は ， 別i乙定め る 配分基本方
針に基づく ほ か ， 乙 の審 査方針に よ る も のとす る 。
1 .  総合研究凶， 一般研究及び奨励研究凶 （ ただ し ，
日 本学術振興会 の特別研究員を対象とす る も のを除
く。 ） に つ いて
(1) 第 l 段審 査は ， 個 々 の研究計画調書につ いて 専
門的見地から書面 に よ り 審 査す る 。 な お ， 第一段
審 査に お け る 評 点の基準は別に定め る と こ ろに よ
る 。
(2) 第 2 段審 査は ， 第 l 段審 査の審 査結果を基lζ し
て広 い立場から総合的に必要な調整を行う乙 とを
主眼と し て ， 合議に よ り 審 査す る 。
(3) 各小委員会 に お け る 専門分野への配分額に つ い
て
各小委員会 に お け る 専門分野への配分に つ いて
は ， 各研究種 目 あ る い は各専門分野の内容， 実態
を 考慮のうえ前年度配分額 ， 本年度 申請研究経費
司i
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及び本年度申 請研究課題数を勘案 し ， 各小委員会
で定め る も の と す る 。
141 継続の取扱 い に つ い て
次年度への継続の 内約をす る 場合は翌年度の新
規採択分を考慮 し ， 内約す る 配分総額が総合研究
(A）同 つ て は ， 本年度予算額の4を上回 ら な い よ
う に ， 一般研究臨 あ っ て は与 ， 一般研究 C B .
C ） 同 つ てはすを ， 上回 ら な い よ う 哨射 る
乙 と 。
151 配分基本方針の II 2 ②の調整 に つ い て
( l)  配分基本方針の II 2 ①の（ア）の調整は ， 一般研
究（A）＆＿び（B）を対象 と す る 。
② 配分基本方針の II 2 ②の（イ ）の調整 は ， 総合研
究（A）を対象 と す る 。
＠ 配分基本方針の II 2 ②の（ウ）及び｛エ）の調整 は ，
一般研究 ( 8 , C ） を対象 と す る 。
161 研究課題の合併及び他の研究種 目 又は専門分野
への移 し 換え は し な い 。
2 .  f l 本学術振賀会の特別研究員 を対象 と す る奨励研
究（A）に つ い て
f l 本学術振興会の特別研究員 を対象 と す る奨励研
究（A）の審査方針に つ い て は ， 別l乙 定 め る。
3. 総合研究（B） に つ い て
審査は ， 研究計画の 目 的 ・ 内 容 に 即 し て 行 う 。
1 9 ） 昭和62年度科学研究費試験 研究審査方針
（学術審議会科学研究費分科会審査部会試験研究審
査会運営小委員会決定）
昭和62年度科学研究費試験研究の審査 は ， 「昭和
62年度科学研究費補助金の配分基本方針j （学術審
議会科学研究費分科会審査部会決定） に基づ く ほか，
乙 の審査方針に よ る も の と す る 。
1 .  審査は各専門分野別小委員会lと お い て第 l 段審査
の評価を参考資料 と し ， 採択候補課題を選定の う え ，
運営小委員会 に お い て総合的見地か ら 合議 に よ り 調
整 ， 決定す る 。
な お ， 複合領域及び広領域 に つ い て は ， 当 該研究
計画調書の内容をみて ， 適宜各分野別小委員会 に割
り 振 る 。
2. 採択 し た研究課題に対 し て は ， 所期の研究成果が
達成で き る よ う に研究内容に対応 す る 必要な額を配
分す る 。
そ の際， 多額の研究費を必要 と す る研究課題 に つ




3. 次年度への継続を内約す る 場合 は ， 翌年度 に お け
る 継続分 と 新規採択分 と の調和を保つた め ． 内約す
る 配分総額が本年度配分総額のすを上回 ら な い よ う
に配慮す る 。
4. 研究課題の合併及び他の専門分野への移 し換え は
し な い ．
(1 （） 昭和62年度量励研究IB） 審査方針
I .  研究課題の選定 に当 ゥ ては ． 次の点lζ十分配慮す
る も の と す る 。
(1） 教育的あ る い は 社会的意義を重視す る 。
(2) 大学等の研究機関等で行われな い よ う な も の を
重視す る 。
(3) 研究者の研究実績 ． 研究遂行の熱意等を考慮す
る 。
(4） 特に研究計画の具体性に留意す る 。
15） 研究成果の期待 注 れ る も の を選定す る 。
(6) 同一研究代表者を 引 き 続 き 2 年以上採択す る 乙
と は原 則 と し て行わ な い 。
2. 必要に よ り 専門分野別等の調整 を行 う 。
(1 1） 海外学術研究審査方針 （ 昭 和 6 1 年 8 月 29 日 審査会
了解）
1 . 野外調査． 国際共同研究 ． そ の他海外に お い て
調査研究を必要 と す る も の であ る 乙 と 。
2 . 学術上の意義が高い調査研究であ り ， かっ明確
な 目 的 と 具体的な計画の も と に 実施 さ れ． 成果が
期待 さ れる も ので あ る こ と 。
3 . 複数の研究者で調査研究組織が織成 さ れ， 各研
究分担者の聞の役割分担等が明確であ り ， かつ連
携が と ら れてい る も のであ る 乙 と 。
4 . 相手国関係機関及び相手国研究者 と の連携が十
分 と ら れ て お り ， 相手国への入国等事前の準備が
整 っ て い る 乙 と 。
5 . 相手国研究者の招へ い に つ いては ， 研究の遂行
に必要不可欠な最少限の人数で あ る 乙 と 。
6 . 調査研究の結果を整理 し ． そ の成果が公表 さ れ
る も のであ る 乙 と 及び調査研究に よ る収集資料等
の整理 ・ 保管及び適正な利用 に つ い て十分配慮 し
て い る も のであ る こ と 。
な お ， かつて 乙 の補助金に よ っ て実施さ れた調
査研究に つ いては ． 当該研究成果が公表さ れ ， か
っ ， 乙 れが高い評価を受 け て お り ， 引 き 続 いて調
査研究を行 う に足 る も のであ る 乙 と 。
7 . 相手国の研究者 と の共同研究の実施， 研究成果
等の相手国への還元を図 る な ど国際協力 ， 国際学
昭和62年10月1日発行 品比一チ
術交流 に つ い て 配慮がな さ れて い る 乙 と 。
8 . 災害発生の場合の補償 に つ い て ， 十分対処 し う
る も の で あ る 乙 と 。
9 . 調査研究 は ． 昭和62年 4 月 1 日 か ら 昭和63年 3
月 31 日 ま での 聞 に 着手 し ． かつ ， 終 fす る も の で
あ る こ と 。
4. 第 1 段 審査に お け る 評点 の 基準
（ 学術審議会科学研究費分科会審資部会運営委員会
決定）
( 1 ） 評 点 の 要 素
各研究課題に 評点を付す る に 当 た っ て は ， 次 l乙示
す評点要素l乙着 目 し つ つ ， 総合的な判断の上行 う も
の と す る 。 し たが っ て ． 個 々 の要素 ご と に評点を付
す る も の で は な い 。
乙 の際 ， 各研究種 目 ど と の 目 的 ・ 性格に照 ら し ．
研究 目 的の 明確 さ ． 研究の独創性 ， 学界への貢献度．
研究者の研究遂行の能力等の各要素を十分考慮 し て
研究成果の期待で き る も の を 選定す る よ う に 配慮す
る 。
な お ， 乙 乙 に い う 「研究成果の 期待で き る 」 と は ，
確定的 な 結果 l乙達す る 乙 と が期待で き る も のは も と
よ り ， そ れ に達す る 過程に お い て 地固め と し ての意
義が認め ら れ る よ う な も の も 含む 。
O 一 般 研 究 （ A , B .  C )  
A 研究 目 的の 明 確 さ
研究 目 的は広い領域を包括す る よ う な漠然
と し た も の で は な く ， 具体的 な 目 標に焦点が
絞 ら れ， 問題意識は明確であ る か 。
B 研究計画の妥当性
研究計画は十分 に練 ら れてお り ， 上記 A の
目 的を達成す る た め に適切であ る か 。 ま た ，
研 究者が複数の場合は ， そ れぞれの役割分担
が 目 的の解決 に 集 中 さ れて い る か。
c 学界への貢献度
そ の研究成果が学術の進展に貢献す る 程度
は ど う か 。
D 独 創 性
研究 目 的 ， 研究計画及び研究方法は独創的
な も の で あ る か 。
E 研究遂行の能力
研究者の研究業績等にかんがみ ， そ の研究
を 遂行 し ， 所期の成果をあ げ る 乙 と が期待で
き る か 。
F 申 請研究費の合理性
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申請研究経費の内容 は ， 妥当であ り ， ま た
有効に使用 さ れ る 乙 と が見込ま れ る か 。
G 申請設備備品費 の 当 該研究課題lζ対す る 必
要性
購入を計画 し て い る 設備備品は研究計画上
必要欠 く べか ら ざ る も ので あ る か 。
O総 合 研 究 （A)
A 研究目 的の明確 さ
研究 目 的は 広 い 領域を包括す る よ う な 漠然
と し た も のでは な く ， 具体的な 目 標が明確に
設定 さ れて い る か 。
B 研究計画 の 妥 当 性
研究計画は十分に練 られてお り ， 上記 A の 目
的を達成す る た め に適切であ る か ， かっ研究
者の役割分担がそ の 目 的の解決に集中 さ れて
し 、 る か 。
c 学界への貢献度
そ の研究成果が学術の進展に貢献す る 程度
は ど う か 。
D 独 創 性
研究目 的 ， 研究計画及び研究方法は独創的
な も のであ る か 。
E 研究遂行の能力
研究者の研究業績等にかんがみ ， そ の研究
を遂行 し ． 所期の成果をあ げ る 乙 と が期待で
き る か 。
F 申請研究費の合理性
申請研究経費の内容は． 妥当であ り ， ま た 有
効lと使用 さ れ る 乙 と が見込ま れる か 。
H 組織の有機的協力の可能性
研究組織が研究者個 々 の単 な る 集合体で は
な く ， 有機的協力性の あ る 組織であ る か 。
0 試 験 研 究
A 研究計画の性格 ・ 目 的の適確性
研究計画が試験研究の性格 ・ 目 的 （同ーの
研究課題に つ い て研究者が通常数人で共同 し
て 行 う 研究であ っ て ， 基礎 と な る 研究成果の
累積を踏ま え て ， 更 に研究を発展 さ せ る 乙 と
に よ り ， 研究の成果が実用 に 移 さ れ る 可能性
を も っ試験的 ・ 応用的な研究を対象 と す る ）
lζ 合致 し た も のであ る か 。
ま た ， そ の研究 目 的は漠然 と し た も ので は
な く ． 具体的 な 目 標 に焦点が絞 ら れて い る か 。
B 研究計画の妥当性




画は十分練 ら れ て お り ， かつ ， 適切な も の と
な っ てい る か 。
ま た ， 研究者が復数の場合は ， そ れぞれの
研究者の適切な役割分担が示 さ れ ． 研究 目 的
の達成の た め ． 研究者間の密接 な 連携協力を
図 り 得 る 乙 と に な っ て い る か 。
c 研究成果の貢献度
研究成果は ， 学術の面及び応用面で渇望 さ
れて い る も のであ り ， かつ ， そ の成果が実用
lζ移 さ れ る 可能性を期待でき る ものであ るか 。
D 独 創 性
研究 目 的 ， 研究計画及び研究方法は独創的
な も のであ る か。
E 研究遂行の能力
研究者の研究業績 ， 研究組織 ， 研究施設 ・
設備等の諸条件に かん が み ， そ の研究を遂行
し ． 所期の研究成果をあ げ る こ と が期待でき
る か 。
F 申請研究費の合理性
申請研究経費の 内容は妥当であ り ， ま た有
効 に 使用 さ れ る こ と が見込 ま れ る か 。
0 震 励 研 究 （A)
A 研究 目 的の明確さ
若い研究者が l 人で行 う 研究であ っ て ， 将
来の発展が期待で き る優れた着想を も つ も の
であ る か 。
ま た ， 研究 目 的 は 具体的な 目 標 に 焦点、が 絞
ら れ て い る か 。
F 申請研究費の合理性
申 請研究経費の内容は妥当で あ り ， ま た有
効 に 使用 さ れる こ と が見込 ま れ る か 。
第 1 段審査に お け る 留意事項
① 明芽的研究lζ対す る 特別配慮の取扱 い に つ
い て
独創性の高い研究を期待す る た め に は ， そ
の芽生え に 当 た る 創意豊かな着想を育て る 必
要があ る 。
科学研究費補助金 に よ る研究に お い て も ，
こ の よ う に 萌芽的段階に あ る 研究であ っ て ，
かっ ， 重要な研究課題であ り ， 発想の次元が
高 く ， 研究者が極めて強い熱意を持 っ て研究
計画 lζ取 り 組んでお り ， 採否の判定に際 し て格
段の配慮を行 っ た方が よ い と 思わ れ る 場合は，
第 2 段審査 に お い て特段の配慮を行 う 乙 と と
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し て い る ので総合所見欄 に ＠ と 朱書 し ， そ の
所見を必ず記入 さ れた い 。
② 組換え D N A実験i乙関す る 研究課題の取 り
扱 い に つ い て
組換え D N A 実験に つ い て は ． 実験 を行 う
研究機関の安全委員会 （文部大臣の承認を要
す る も の は 文部大臣） の承認を受 け た 後． 実
験を行 う 乙 と と さ れて い る。
し た が っ て ． 組換え D N A 実験を含む研究
課題に つ い て は ， 申請の際i乙組換え D N A実
験を含む研究課題であ る 旨申告 さ せてい る。
（総合所見欄 に⑮ と 表 示） が． ＠の表示の な い
もの であ っ て も組換え D N A実験に関す る 研
究課題であ る と 判断 さ れ る 場合 は ， 総合所見
欄 l乙⑮と 朱書 き さ れた い。
＠ 設備備品費が909ぢを超え る 課題の取扱 い に
ついて
設備欄 に あ ら か じ め記載さ れて い る 数値は，
昭和62年度の 申 請研究経費中 に 占め る 設備備
品費の割合が90%を超えてい る も の に つ い て
記載 し た も のであ る 。
研究設備の購入のた めの経費が各年度の申
請研究経費中 ， 90%を超え る も の は ． 研究計
画調書lζ単な る 設備購入計画では な い 旨申請
者の説明が記載 さ れて い る が ， 各審査委員の
判断で単な る 設備購入計画 と 考え ら れる よ う
な場合 は ． 総合所見欄 iζ （豆互） と朱書き さ
れた い 。
(2） 評 点 の 付 し 方
I ） 上記評点要素に 着 目 し つつ ， 総合的な判断の う
え ， 次表に よ り 全研究課題 に つ い て 5 点か ら l 点
ま での いずれかの評点を付す 乙 と 。
評点区分 内 勾合ムマ
5 特 l乙優れて い る もの
4 優れて い る も の
3 良好な も の （普通程度 の も の）
2 普通程度よ り やや劣 る も の
劣 る も の
2 ） 評点区分及びそ の評点内容は上表の と お り であ
る が ， 評点を付 す るに 当 た っ ては各種 目 （総合研
究凶， 一般研究凶． 一般研究（B） ， 一般研究（C）， 奨
励研究凶 ， 試験研究） ごと に担当 し た 審査課題数全
体の平均点がおおむね 3 点 と な る よ う 配慮する こ
- 20 
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と 。
3 )  「広領域J （領域番号 999 ） 及び 「医学一般J
（分科細 目 番号 781 ） に 係 る 研究課題について は ，
一般の分科細 自 に 申 請の あ っ た 研究課題群 と は別
個の群 と し て評点を付す 乙 と 。
4 ） 評点を付す る に当 た っ て は ． 各種 目 ご と の評点
合計数が ， お お むね研究課題数× 3 の数 と な る よ
う ， ま た ， 評点は 「 3 J が l 番多 く ， 「 4 J
・
「 2 」
が お お むね同 じ 件数で次lζ 多 く ， 「 5 」 ・ 「 1 」 がお
おむね同 じ 件数で 1 番少な く な る よ う 調整す る 乙
と 。 な お ， 審査件数が少な い等の理由 に よ り 乙 の
調整が困難な場合 に は総合所見欄 に そ の 理 由 を記
入 す る 乙 と 。
5 )  「 5 J 及び 「 1 J の評点を付す る も の に つ い て
は 総合所見欄に必ずそ の理由を記入す る 乙 と 。
報 第287号
5. 交付内定 ・ 決定状況
本年度の 交付の 内 定 及 び決定は ． 次の よ う に 前年度




究 を除 く 。 ） を 一 括で 早 期
lζ行われた 。
研 究 種 目 交年付月内定日 年交付月決
定日






























62. 4. 27 62. 6. 22 
3. （海1）
外学学術術調
研査究（暫定予算分） ① 62. 4. 7 ① 62. 5. 8 
( 2 ） 大学学術問調協査力研が究
ん，調特
査別総調括査， ①62. 5. 14 ①② 62. 5. 20 ②62 .5 . 19 62. 6. ·25 
i @ 構 内 での 自 動車等の運転は， 教育 ・ 研究 に 支 障 を l 
! ： ： � ： ど 空竺 ：��：� ： 一一方法， l 
｛ 歩行者の安全及 び騒音防止 に努め ま し ょ う ．グ 1 
－EA ワ白
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2 月 中旬～ 4 月中旬




公 募 9月 下旬 （ 推薦は 2 月下旬）
審 査 部会 （運営委員会）
配分基本方針の決定
配分審査 4 月～ 6 月 中旬
交付内定 6 月 下旬
海外学術研究
公 募 5 月上旬
配分審査 8 月下旬 （調査総括は 3 月下旬）
交付内定 4 月初旬
奨励研究 （B)
公 募 1 月中 旬
配分審 査 4 月上旬
交付内定 4 月下旬
がん ・ 核融合 ・ 自 然災害 ・環境科学
特別研究 の各審 査 会
( 2 月中旬～ 3 月下旬）
重点 領域 ・ 特定研究 の各審 査 会
運営小委員会
各 領域ご と の小委員会
( 2 月中旬～ 3 月下旬）
一 般審 査 等審 査 会 運営小委員会





」書面審査（第 1段審 査 ）ー専門別小委員会（第 2 段審 査 ・ 合議 制）
22 -
（注 1 ） 第 l段審 査
個々 の研究 計画調書 1
に つ いて 3 人の審査 ｜
委員 に よ り 専門的見 ｜
地から 5 段階評価 に ｜
よ り書面審 査 を行 う J
( 2 月 上旬～ 3 月 中旬） ( 4 月 中旬）
（注 2 ） 第 2 段審査
第 l 段審 査 に お け る
審 査 結果を基に し て
専門分科を基礎に し
つ つ ． し か も よ り 広
い立場から総合的に
調整を果たす と と を
主眼と し ， 合議 に よ ｜
り 審査を行う 。 ) 
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1 . 総 括 表 （新規 ・ 継続）
研
区 分 申 請































究 1 7  
1 7  
核 融 合
自


















究 1 .  027 
51 
976 








1, 1 56 
領 1 06 




人自 41 259 
一 般 研 � ｛
文熱壇剖
1 ,  345 
広
人自 l ,  2rI 
領 37 
一 般 研 究 ｛
文無瞳













翼 励 研 究 （
文
然
A) 1 3, 494 
人自 1 1 : §i� 
奨 励 研 究 （
文
然
Bl 1 ,  939 
人自
693 
1 .  246 
鼠
























50, 1 94 
領 429 
報
3t 課 題 数
採 択 採 択 率
( B ） 件 (*) % 
41 52. 6 
5 83. 3 
::16 50. 0 200 21 . 4 
200 21 .  4 5 62. 5 
5 62. 5 1 4  82. 4 
14 82. 4 76 41 . 1 
76 4 1 .  1 
795 31 . 1 
16  39. 0 
779 3 1 .  0 473 46. 1 
31 60. 8 442 45. 3 
701 37. 5 
232 38. 3 
424 36. 7 
45 42. 5 83 27. 7 
1 2  29. 3 
71  27. 4 559 41 . 6  
47 48. 5 
489 40. 4 23 62. 2 2, 363 32. 0 
233 38. 5 
2 070 31 . 2 60 43. 2 5. 305 25. 2 648 29. 0 
4, 657 24. 7 4, 6 14 �： 2 594 
4, 020 33. 6 461 23. 8 
177 25. 5 
284 22. 8 871 2 1 . 6 36 �iJ 805 30 23. 1 285 50. 4 
飽 54. 4 187 48. 6 
1 6, 846 29. 7 
2, 129 34. 4 
14, 545 29. 0 




C C )  
6, ���： 753 506 
6, 446, 247 7, 30�， 720 
7, 30 720 61, 594 
6 1 ,  594 1 8�： 8 15 18 8 1 5  1 , ���· 218 1 ,  218 1 4, ���： 362 503 
14 1 28 859 
7. ���： 471 1 76 
6 , 829, 295 
1 �： ���： ��� 
8, 892, 406 
826, 920 1 . ���： ��� 
9 1 1 ,  846 
20， ���· 835 003 
19, 1 75, 007 
365, 825 3I: ���： �柑25 
30, 778, 400 
527, 1 23 
3�. �ci�· ��g 
34, 531 ,  766 1 !: 87�： 637 62 461 1 252, 1 76 
��6: �g� 
350, 720 24, 695, 368 
575, 0�� 
23, 1 30, 6 2 
989, 683 
r: �g�： ��� 
2, 483, 104 
1 85, 676, 066 
1 3, 120, 7 10  
169, 659, 990 
2, 895, 366 
研
採 択 の 申 請
研 究 経 費
( D )  
2. r��： 615 . 286 
2, 1 87 , 329 
�， 847, 087 847, 087 47, 940 
47, 940 1 6�： 770 16  770 
���· ��� 6, 7��· 61 8 
318 
6 ,  722, 300 5. 32�： 093 2 1  541 
5 ,  106, 552 
3, 3��， 477 
9 761 
2 124, 935 
277, 781 276, 303 
4 334 
236, 969 5, ��· 775 1 22 
4, 796, 296 
1 36, 357 6, 87�： 246 45 682 
6, 256, 574 
1 55 990 7, !i�： 590 442 
6 148 5. H!: 8 15 228 4, 587 
1 ��Jg� 
79 856 4, 1 �6· 973 1 532 
3, 871 ,  722 
1 29, 7 1 9  2， �g�： 652 
1, 331 ,  g� 
53, 309, 997 
4, 488, 1 75 
47, 954, 205 
867, 6 1 7  
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費補助金の 交付決定集計表
（ 金額単位 ： 千 円 ）
宅7えL' 経 費










題定当輔た 最 高 配 分 最 低 配 分
( E ) （官） 必 （官） 予 定 額 予 定 額
3 1 .  0 87. 7 57. 527 �� .. ��g 1 75. 500 �. 000 164 200 7 1 .  9 95. 9 34, 257 60, 500 。。。I ,  904, 900 29. 6 87. I 60, 759 52. 914 1 75, 500 I, 000 1 .  959. 900 26. 8 68. 8 1 4, 235 9, 800 ��： 000 1, 400 I .  959. 900 26. 8 68. 8 14. 235 9 , 800 000 I. 400 38, 000 61 .  7 79. 3 �： �� 7, 600 1 1 . 800 ：： ��� 38, 000 6 1 .  7 79. 3 7 , 600 I I, 800 1 23, 500 66. 5 73. 6 1 1 .  9倒 �· 821 ，� .. 500 :· ggg I23. 500 66. 5 73. 6 I I ,  984 82I I 500 757, 000 54. 8 85. 4 1 1 , 663 �· 961 �g. ggg t, 300 757 000 54. 8 85. 4 l I , 663 . 96 1 I .  300 4, 790, 600 33. 3 70. 5 �： ��� �， 026 9� .. �gg 300 57. 000 23. 9 73. 7 . 563 I 000 4. 733, 600 33. 5 70. 4 8, 629 6 077 95, 000 300 3, 980, 900 56. 1 75. 0 1 1 , 252 8, 4 16 169, 000 300 I42, 500 53. 7 66. 1 6. 953 4 597 22, 000 500 3, 838, 400 56. 2 75. 2 1 1 . 553 8. 684 169. 000 300 
2, 464, 200 1 9. 0 73. 4 4, 792 �＇. 5 15 ! 1 6: 000 200 66 1 ,  200 20. 3 69. 1 4, 1 24 . 850 1 500 300 
1 .  6I8, 300 1 8. 2  76. 2 5, 012 3, 8 17  19, 000 200 184, 700 22. 3 66. 5 6, 1 73 4 104 10 000 400 1 73, 700 16, 3 62. 6 3. 341 2, 093 5, 400 700 24, 800 1 5. 8 6 1 .  5 3, 361 2, 067 5, 400 1 ,  000 I48. 900 16 .  3 62. 8 3 338 2, 097 5 000 700 3. 841 .  500 1 9. 0 74. 0 i: 282 �· 872 3�， 600 200 I80 .  J OO 26. 2 70. 3 449 . 832 1 000 500 3. 548. 200 18. 5 74. 0 ��� 7 , 256 36, 600 200 1 1 3. 200 30. 9 83. 0 4, 922 1 5, 000 400 5, 285, 300 1 6. 0 76, 9 2, 907 2, 237 �： �gg 200 362, 300 20. 2 79. 2 I ,  964 1 555 200 4, 802, 500 1 5. 6 76. 8 3 022 2 , 320 7, 900 200 I20 500 22. 9 77. 2 2. 600 2, 008 8, 000 500 5, 439, 400 1 4. 5 7 1 . 0 1 ,  444 1 ,  025 �： �gg �gg 544, 500 I 8. 7 73 . 9 1 ,  1 36 840 4 , 894, 900 14. 2 70. 7 1 , 487 1 ,  051 2, 600 1 00 3, 979, 510 26. 8 76. 9 1 ,  122 862 1 ,  200 1 40 494, 820 30. 5 77. 2 1 080 833 1 ,  1 50 200 3, 484, 690 26. 3 76. 8 1 .  1 28 867 1 .  200 140 1��， 000 1 8. 5 77. 1 281 217 300 30 270 20. 1 76. 8 281 216 300 90 6 I ,  730 17 . 6 77. 3 281 2 17  300 30 3, 535. 800 1 4. 3 84. 5 4, 801 :: 059 i�： ggg 1 00 I 53, 400 26. 7 85. 0 5, 0 1 5  . 261 叩03, 27I .  200 I 4. I 84. 5 4, 8 10  �， 064 45, 000 JOO I I I .  200 I I .  2 85. 7 4, 324 ' 707 I I ,  600 600 1 .  572. 330 42. 7 77. 2 �： 1 46 �： 517 n �gg 800 540. 800 45. I 76. 7 . 1 95 . 518 I, 000 
I ,  03I . 530 4 1 .  5 77. 5 7. I 20 5 , 5 16  23, 600 800 
40. 1 1 0, 740 21 . 6 75. 2 3, 1 65 2, 381 175, 500 30 
3. 363, 890 25. 6 75. 0 2, 108 I .  580 60, 500 90 36, 093. 750 21 . 3 75. 3 3, 297 2, 481 I 75 500 30 653. J OO 22. 6 75. 3 5 044 3, 797 I5 , 000 400 
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vn . 昭和62年度科学研究費補助金 「研究成果公開促進費」
1 . 予 算 額
医 分 昭和61年度 昭和62年度
子門 千円
学 術 定 期 刊 行 物 465,  000 465 , 000 
•':': 体j 関 一書 308.  000 308 , 000 
デ ー タ ベ ー ス 等 1 62 ,  000 2 12 , 000 
研究成 果 公 開 発 表 45, 000 45 , 000 
J十 980, 000 1 ,  030 , 000 
2. 審査会 の 日 程
r l  日 （ 曜 日 ） 小 委 員 会 名
運 件呂る4 委 員 �ミ>. 
人 文 科 学 小 委 員 会
3 月 27 日 （金）
社 会 科 学 小 委 員 会
f噌 工 系 小 委 員 会
生 物 系 小 委 員 会
テ ー タ ベ ー ス 小 委 員 会
3 月 28 日 （土） 運 点；同同 委 員 メ�
3. 審査会委 員 名 簿 ( 27名〕
所委属員 会小 氏 名 所 属 ． 職 名 備 考
高橋 直道 東京大学 （ 文 ） 教授
相良 ヲ＜� 共 立女子大学（ 文芸）教授
人文科学
有元 正雄 広島大学 （文） 教授
木村尚 三郎 東京大学 （ 教 養 ） 教綬 ・0公( 7 )  
伊藤 博之 成城大学 （ 文 芸 ） 教授
鈴木 健三 p 東京都立大学（ 人文 ） 教授
芳賀 徹 東京大学 （教委） 教授
詫摩 武俊 東京都 立大学（ 人文）教授
市村 尚 久 早 稲 田 大学 （教） 教綬
碧海 純一 放送大学教授 01た
社会科学 衛藤 落 吉 亜細 亜大学長
( 7 ) 矢 内 原 勝 慶応義塾大学 （ 経） 教授
毛利 健三 東京大学 （社会科学研）
教授
山 本 正三 筑波大学 （ 地球科学）教授
上村 洗 東京大学 （理） 教授
理工系 石原 智男 東 京大学名 誉教授 。。食
( 4 ) 藤本 盛久 神奈川大学 （ 工） 教授
森 田 雄平 京都大学 （食糧研） 教授
生物系
小林 英司 東邦大学 （理） 教授
( 3 ) 後 藤 寛治 北海道大学 （農） 教授
星 猛 東京大学 （医） 教授 。
星野 聡 京都大学 （大計セ ン タ ー）
教授
溝 口 敏行 一橋大学 （経済研） 教授
デ ー タ 有馬 朗 人 東京大学 （理） 教侵 。
ベ ー ス 市川 惇信 東京工業大学
( 6 )  （総合理工） 教授
山 本 毅雄 図書館情報大学（ 図）教授
関原 成允 東京大学 （医） 教授
（ 注） ＠ 運営小委員会主査 ・ 運営小委員会副主査
0 専門分野別小委員会幹事
女 学術審議会委 員
4 .  昭 和62年度研究成果公開促進費審査方針
（ 昭和62年 3 月 27 日 成果公開審査会運営小委員会決定）
昭和62年度の 科学研究費補助金「研究成果公開促進費J
の審査は ， 昭 和62年 2 月 1 3 日 付 け 「昭和62年度科学研究
費補助金の配分 に つ い て 」 の諮問 に お け る 配分 に 当 つ て
の基本的事項 及 び学術審議会科学研究費分科会 （審査部
会運営委員会） で決定 さ れた 「昭和62年度科学研究費補
助金の配分基本方針J に 基づ く ほ か ， 乙 の審査方針に よ
る 。
1 .  学術定期刊行物
( 1 )  学術定期刊行物 は ， 次の い ずれに も 該 当 す る も の
か ら 選定 す る 。
① 基礎的領域に 属す る 学術的価値の高 い も の
① 学術の 国際交流lζ 重要 な役割 を 果 た し て い る も
の
(2) 次の い ずれかに該当 す る 学術定期刊行物 は ， 採択
し な い 。
① 全国 の 当 該分野の研究者総数 lζ比 し て ， 会員数
が極 め て 少数の学会等が刊行す る も の
② 会 員 の構成が一地方 も し く は特定の研究機関の
関係者 を 中心 と し た学会等が刊行す る も の
③ 大学 ． 研究所等の研究機関がそ の事業 と し て刊
行すべ き も の
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④ 初刊 々 行後の期間が短 く ， 刊行実績が少 な い も
の
⑤ 既ir一つの学術定期刊行物に補助金が交付 さ れ
て い る 学会等が刊行す る 他の学術定期刊行物
⑥ 国際会議の論文集
⑦ 会費納入率が80% 11:達 し な い も の
(3) 乙 れ ま で継続 し て補助金を交付 し て い る 学術定期
刊行物 に つ い て は ， 前年度補助金を交付 し て い な い
新規の刊行物 と 比較 し ， 継続 し て 補助 す る 必要があ
る か ど う か ， 毎年見直す 乙 と と す る 。
(4） 特定欧文誌 （特lζ高 い率の補助を 行 う も の ） は ，
既に補助金が交付 さ れて い る 欧文誌の う ち ． 当該分
野の代表的学術誌で国際的に も 高 く 評価 さ れ ， 将来
と も 発展性の あ る も の で ， かっ次 に 掲げ る 条件のす
べて を満 た す も の か ら 選定す る 。
① 年 4 回以上発行 し てい る も の
② 原則 と し て ， l 回の 発行部数が 1. 000 部以上で
あ る も の
③ 原則 と し て ， 年間総ペ ー ジ数が 500 ペ ー ジ以上
であ る も の
④ 原則 と し て . 500 部以上文は発行部数の30%以
上を海外iζ 有償で領布 し て い る も の
2. 学術図書
(1) 一般学術図書 （国際会議の 論文集を含む） は ， 次
の いずれか に 該当 す る も のか ら 選定 し ， 特定学術図
書は ， 次 の い ずれ に も 該当 す る も の か ら 選定す る 。
① 学術的価値が高い も の （特に独創的 又 は 先駆的
な も の ）
② 学術の国際交流に重要な役割 を 果 た す も の
(2) 次のい ずれか に 該 当す る も の は ． 審査 に 際 し て考
慮す る 。
① 科学研究費の研究成果
① 前年度 iζ採択さ れた も の と 同一体系の も の
③ 前年度 iζ 採択さ れた が ， 止むを得な い 理由 に よ
り 期 間 内 の 完了が困難 と な っ た た め 補助金交付を
辞退 し た も の
(3) 補助金を必要 と す る 同一体系の 図書が 4 巻以上あ
る 「継続図書j の う ち ， 新規申請分 に つ い て は ， 特
i乙慎 重 に 審査 す る 。 乙 れま で に 「継続図書J と し て
採択 さ れ ， 補助金が交付 さ れた と と があ る 図 書 に つ
い て は ． 原則 と し て そ の全体系が完成 さ れ る よ う 考
慮す る 。 た だ ι ， 継続 し て補助す る 必要があ る か ど
う かは ， 毎年見直す 乙 と と す る 。
(4) 次 の い ず れ か に 該 当 す る も の は 採択 し な い。
① 学術研究の成果 と は い い がた い も の
② 十分市販性があ る と 考え ら れ る も の
報 第287号
① 既iζ 類似の成果が刊行 さ れて い る も の
④ 既lと学会誌等 を通 じ て公表 さ れて い る 論文 文 は
資料を単l乙 ， 集成， ら れつ 文は翻訳 ・ 紹介 し た も
の （特定学術図書は除 く 。 ）
⑤ 大学， 研究所等の研究機関が そ の 事業 と し て 刊
行すべ き も の
3. デ ー タ ベ ー ス
(1)  デ ー タ ベ ー ス は ， 次の 条件 をすべて満 た す も のか
ら選定す る 。
① 次の い ずれかの分野に属す る も の
ア） 我が固に お け る 研究活動が国 際 的 に 主導的 な 立
場 に あ り ， 我が国でデー タ ベ ー ス を形成す る こ と
が国際的 に も 期待 さ れてい る 分野
イ） 圏内の優れた研究成果を国際 的 i r 適 切 に 流 通 さ
せ る た め ， 圏 内 K お い て デ ー タ ベ ー ス 化 す る 必要
の あ る 分野
ウ） 圏内 での学術研究を推進す る 上 で ． デ ー タ ベ ー
ス の形成iζ対 し て 期 待が高 く ． か っ国際的に も 国
内 的 に も 同種の デ ー タ ベ ー ス が存在 し な い分野
② デー タ ベ ー ス 化す る た め の デ ー タ の収集 ， 評価
及 びそ の デ ー タ ベ ー ス 化の作業 等 に つ い て ． 作成
組織及び技術的方式が確立 し て い る も の
① 当 該 デ ー タ ベ ー ス iと よ り ． 相 当数の利用者に対
し ， 広 く 情報提供サ ー ビス を行 う 方策が確立 し て
い る も の
④ デ ー タ 容量 ． 所要経費が相当量（額）以上であ る も
の
(2) 学術情報セ ン タ ー を中心 と す る 全国大学聞の学術
情報 シ ス テ ム に お い て情報提供サ ー ビス が予定 さ れ
て い る デー タ ベ ー ス に つ い て は ， 審査 に 際 し て配慮
す る 。
4 .  二次刊行物
(1) 二次刊行物は ， 次の い ずれに も 該 当す る も の か ら
選定す る 。
① 当 該専門分野の学術情報 ・ 資料 の 円 滑 な 利 用 iζ
有効 な も の
② 一定の編集方針11:基づい て よ く 分類 ・ 整理 さ れ
て い る も の
(2) 次の いずれかに該 当 す る も の は採択 し な い。
① 既に類似の成果が刊行 さ れて い る も の
② 大学， 研究所等の研究機関がそ の 事業 と し て刊
行すべき も の
③ 定期的i乙刊行す る も の で次 に 掲 げ る も の
初刊々 行後の期聞が短 く ， 刊 行実績が少ないもの
5. そ の 他
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5十
欧























件 数 補 助 要 求 額 配 分
申 請 採 択
( A) ( B )  
件 件
22 23 
1 4  1 3  
10  7 
24 20 
3 3 















・ ・ ・ ー ・ ・b ’ ・ ． 
6 
1 4  
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1 0  
ー － － － ー ． ． ．
24 
1 3  
4 
1 7  
3 
採択率
( B / A )  
% 
1 04. 5 
92. 9 
70. 0 . . ー ー ． 
83. 3 
1 00. 0 



















． ． 色 － － － － － - - - -
50, 1 57 
34, 6 17  
27. 1伺- - - - - - - - -
81 .  0 
1 00. 0 
。
－ ー － － ー ． ．
1 00. 0 
66. 7 
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1 00. 0 
1 00. 0 
66. 7 




6 1 ,  785 
1 5, 1 主O
。ー ， ー ・ ー 『， ， 』 . . ・ ・ 一・
1 5, 1 20 
25, 085 
1 4, 029 
ー ・ ． ． ー ー － － －  － 
39, 1 14 
50. 982 
3 1 , 425 
82, 407 
44, 551 
1 5, 364 
ー・ ． ．． ． 司・ ． 
59, 915  
7, 9 16  
9, 725 








－ ー ー 』90 . 7 
1 7, 64 1 
601 , 027 
1 92 063 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ．793, 0伺
採 択 予 定 額
( D )  ( E ) 
千円 千円
369 1 75 257, 300 
46, 925 22 060 
1 7, 3臼 9, 050 
64, 293 3 1 ,  1 10 
4, 125 1, 460 
28, 754 1 4, 770 
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47, 481 
28, 466 
25, 1 95 
ー ． 司・ 4・ ・ 4・ － ． 
53, 661 
1 5, 120 
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. . ・ 4・ ・ ・ ー ・ ー ・ ・ ・ 4・ ．
1 5. 1 20 
8, 255 
1 4, 029 
- － － － － ・ 4・ ・. . . . － － ·・ ー
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50, 982 
3 1  425 
. . . ・ ・· －
-
- - - -
82, 407 
44, 551 
1 2, 091 
・ ・ ・ ・・ ・ ・ ー ・ ． ．． ． ． ． ． ． ．  
56, 642 
7 , 9 16  
6, 286 
- - - - - - - -
1 4, 202 
580 387 
1 77, 757 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ・ ．758, 1 44 
・ ． ． ．
1 6, 230 
2, 800 
22 1 10 
・ ・ ・ ・ ． ． ． ．
24, 910  
1 4  310  
1 2  290 
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26 600 
1 1 . 450 
。曹 司ー ー ・ ー ， - - - · · · · · - -
1 1 , 450 
2 960 
8 270 
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33, 1 20 
8, 450 
・ ． ． ．
41 ,  570 
5, 3 1 0  
4, 840 
・ ・ .. ・ ー ー ， ． 司 ・ ー
10 ,  1 50 
385 1 90 
98 450 











( D / B )  
千円
1 6, 051 
3, 610 
2 481 
・ 4・ 4・ ー ・ ・ ー
3, 2 15  
1 .  375 
1 5 13  
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千円
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1 ,  697 
1 .  293 
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1 ,  556 
487 
777 
ー ー ． ． ， ， 
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850 ー . . . ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ a ， ． ． ．  
859 
1 ,  590 
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・ － － - － － － ， 司 ー . . . ” ” ・ . . ー ー
3, 1 57 
3, 780 
。
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3 780 
4, 1 28 
4, 676 
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2, 095 
1 , 565 
2, 863 
。
ー ・ ， ー ・ ー ー ・ a . . . ・
2 863 
1 ,  480 
2, 757 




－ － － － － － ・ ・ 4・ 4匹 圃 － － － - - - -
2 212 
2 548 
2 1 13 
- - - - - - .・ ー － － ー ・ ・
2, 445 
5, 310 
1 .  613 




’ ・ ・ ・ ・ ・ － － － － － － ー ー ー4, 595 
2 538 
4 532 
1 ,  231 
－ ー ー ・ ． － ー ． ． ． ． ． ・ ． ． 2. 931 
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B . 学 術 図 書
事 項 件 数
品L色号一 報
補 助 要 求 額










I:: 物 ． 農
� h、 領
計
C .  デ ー タ ベ ー ス 等
事 項 定期 ・
不定期
区 分 の 別
デ ー タ ベ ー ス ！／ 
定 期
広 有責 域 不定期
E十
定 期
人 文 科 学 不定期
計一 定 期
社 会 科 学 不定 期
自十
定 期



















C A )  ( B )  
2件1 件8 






1 2  5 
7 3 2制 1 1 8  
件
申 請 採 択
( A )  ( B )  


























C B / A )  c c 〕 ( D )  
38., 6 1 ，千��
円� 2s.63� 43. 8 35 1 9  666 
42. 1 3 18, 447 1 50, 294 
4 1 .  2 232 1 86 88, 452 
57. 1 1 4  428 1 0. 185 
20. 0 8, 266 2, 1 06 
33. 3 5, 864 2, 994 
44. 4 26, 333 19, 285 
4 1 .  7 3 1  776 20. 263 
42. 9 16, 142 8 702 41 . 5 750, 955 346, 984 
数 補 助 要 求 額
採択率 申 請
C B /A)  C C ) 
% 千 円
72. 3 329, 643 
1 00. 0 2 830 
100. 0 2 .2�7 
100. 0 5 067 
50. 0 3, 107 
60. 0 .1. 1 .9�？ 57. 1 1 5, 095 
100. 0 1 0  792 
100 .  0 �. 7�？ foo. 。 20, 520 
100. 0 2, 675 
。 。
ー ー ・ ． ．  i"Oo: ·0 2, 675 
50. 0 5, 748 
。 �. 056 
40. 0 7, 804 
75. 0 1 8, 278 
50. 0 2_ .. �！7 
66. 7 20, 655 
1 00. 0 505 
50. 0 2 092 
66. 7 i 5�i7 
1 00. 0 1 9, 5 18  
。 。
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58. 3 ��：��� 72. 7 
72. 5 423, 574 
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C E )  ( D / B )  C E / B )  
1 7，千40円0 3，千1 3円0 2官1 1 , 91 0 2, 809 1, 701 
80, 500 3, 340 1 789 
49, 060 2, 2 1 1 l, 227 6, 020 2, 546 1 .  505 1, 790 2, 1 06 1 790 1, 450 2, 994 1 ,  450 
1 1 , 430 4, 82 1 2 8回15 , 880 4 053 3, 1 76 




















のl 件配分当予 定 額
C E ) ( E / B )  
千 円 千 円 千円
109 1 00 4, 84 1 3, 209 
1 470 2, 830 1 ,  476 
1 8'79 2 �37 1 8.7Q 
3, 340 2 534 "i 676 
860 2 096 860 6, 790 3. ��7 � 2.6� 
7, 650 3, 327 1 , 9 13  
5, 860 3 597 1, 953 
.s. 8.9Q �：··rn� .s .. �9_o 1 1 ,  750 2. 938 
1 ,  530 892 5 10  
。 。 。
1 ,  530 892 5 10  
2, 290 1 ,  G8 1 1 ,  145 
。 。 。
2, 290 1 ,  681 1 ,  145 
1 2, 790 5, 891 4, 263 
1 1 60 1 . �o_o 1 160  
i3. 950 4 7 1 9  3. -488 
330 505 330 
650 654 650 
986" 586 490 
18, 320 6, 506 6 ,  107  
。 。 。




43, 450 3, 532 2, 556 1 (). 3()Q �J��－ ·�＇. ！�； 59, 810  
1 68, 9 10  4, 294 2, 9 1 2  




人 事 異 動
巽動 区分 発令年 月 日 氏 名 異動 前の 所属官職 異 動 内 容 任命権者
採 用 62 . 1 0 .  1 岩 坪 美 兼 文部技官 （ 理学部 ） 富 山 大学長
II 須 山 幸 男 教授 （ 教養部 ） 文 部 大 臣
II 下 川 ），＼乙 講 師 （ 教養部 ） 富 山 大学長
II 窪 田 義 秀 臨時用務員 （ 経理部主計課巡視） II 
II 寺 島 和 裕 事務補 佐 員 （ 附属 図 書館 ） II 
界 征： II 志津田 一 彦 講師 （琉球大学法文学部） 助 教授 （ 経済学部 ） II 
II 森 岡 争谷 講師 （ 経済学 部 ） 助 教授 （ 経済学部 ） II 
II 茂 嵐 広 志 助 手 （ 経済学 部 ） 講 師 （ 経済学部） II 
II 谷 本 雅 之 助 手 （ 経済学 部 ） 講 師 （ 経済学部） II 
II 松 島 房 和 助 手 （ 東京 大学理学部 ） 助 教授 （ 理学部） II 
II 革 開 清 志 文部技官（工学部 ） 助 手 （工学 部 ） II 
II 松 崎 一 平 講師 （ 教養 部 ） 助 教授 （ 教養部） II 
II 菊 ） ｜ ｜ ｝支 講師 （ 教養 部 ） 助 教授 （ 教養部） II 
II 成 田 艮日 講師 （ 教養 部 ） 助 教授 （ 教養部） II 





II 山 岸 長 幸 経理部主計課総務係長 教 育学部事務長補佐 文 部 大 臣
II 地 崎 昇 経済学部会計係会計主任 国立立山少年 自 然の家庶務課会計係長 国自 立然立の家山 所少年長
車云 任 II 松 田 幹 夫 国立立山少年 自 然の家庶務課会計係長 人 文学部 ・ 理学部用 度係長 富 山 大学長
配 置 換 62 . 9 . 10 金 子 哲 夫 厚生課長 愛知 教育大学庶務部 人事課長 文 部 大 臣
62 . 10 1 ·!'t 島 健 二
八代工業高等専門学校学生課長 厚 生課長 II 
II 井 城 小 ＝ 郎 経理部経理課用 度係長 経理部主計謀総務係 長 富 山 大学長
II 中 J l l 巌 人文学部 ・ 理学部用度係長 経理部経理課用度係長 II 
II 松 島 珠 喜 文部事務 官 （ 厚 生課 ） 文部事務官（ 附属 図書館 ） II 
II 五十嵐 清 平 文部技官（経理部経理課 自 動車運転手）
文部技官（ 経理部経理課営繕手）
II 












名称滅 62 . 1 0 .  1 小 山 田 浩 彦 学生部次長 厚生課長事務取扱 を 免ず る II 
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学 内 諸 報
本学と遼寧大学との友 好学術 交流締結 に基づ 〈 交流教官の来 日 に ついて
本学 と 友好学術交流締結 を し た 中 華 人民共和 国 の遼 授の下 で同研究 に 従事 さ れ る 。
コ ケ イ ソウ
寧大学から 歴 史系副 教授顧査相先生が 8 月 31 日 神 戸 港
に 到着， 翌 9 月 1 日 富 山 大学に 来学 さ れ た 。
顧査相先生 は ， 「 中 国北宋南宋 史 の研究」 を さ れ て
お り ， 1 1 月 3 日 ま での 約 2 ヶ 月 間 人文学部小谷仲 男 教
な お ， 本学か ら は 経済学部の 中 藤康俊教技 （ 経済 地
理学 ） が 8 月 25 日 か ら 10 月 25 日 ま で の 間 ， 遼寧大学に
お い て 「 中 国経済の地域構造」 の た め 海 外研修旅 行 さ
れ て い る 。
学内 レ ク リ ヱ ー シ ョ ン 〈庭球 大会〉
本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委員 会体育部会庭球班主催に
よ る 昭和62年 度 庭球大会が、 去 る 9 月 1 2 日 （士）富 山 大学
硬式庭球 コ ー ト で実施 さ れ ま し た 。
女子 ダブル ス 戦
優 勝 沼 純子 ・ 三 浦 み よ り ベア
次勝 石黒世志子 ・ 高Wi 久 美子ペア
な お ， 成 績 は 次 の と お り です 。
団体戦
優勝 本部チ ー ム
次 勝 工学部チ ー ム
渡航の種類 所 属












海 外 渡 航 者
氏 名 渡 航 先 国 目 自ヲ
フ フ ン ス イ リ ュ ミ ニ ス ム と プ レ ・ ロ マ
村井 丈夫 連合王 国イ タ リ ア ン テ ィ ス ム に つ い て 調査 ・ 研
ス ペ イ ン 究の た め
山 地 啓 司 カ ナ ダ
「一般 人 と 競技者 に み ら れ る
ア メ リ カ 合衆国 身体 ・ ト レ ー ニ ン グの 生理学的反応」 に 関 す る 研究
上羽 51.. 西 ド イ ツ 第 5 回 固体表面の振動 に 関 する 国 際 会議に 出 席
連合王 国 国 際 会 議 ＂EURODISPLAY 
宮下 和雄 フ ラ ン ス 87” 及 び強誘電性液 品 国 際 シ
オ ラ ン 夕、 ン ポ ジ ウ ム に 出 席並 び に 研究資料の収集
連合王国 国 際 会 議 ＂EURODISPLAY 
女川 博義 フ ラ ン ス 87” 及 び強誘電性液 昌 国 際 シ
オ ラ ン 夕、 ン ポ ジ ウ ム に 出 席並 び に 研究資料の収集
期 間
62 9 .  5 
63 . 7 . 4 
62 . 9 . 1 7  
62 . 1 2 . 1 6  
6 2  9 3 
62 9 . 14  
62  9 . 1 3  
62 . 9 . 30 
62 9 . 1 3  




西 ド イ ツ 62 . 9 . 2 1  
工 学 部 助 教授 島崎長一郎 オ ラ ン ダ ト リ ア ジ ン 系化合物の 分解 とオ ー ス ト リ ア 生 成 に 関 す る 研究 と 調査 62 . 1 1 .  20 ス イ ス
62 9 . 1 
教 養 部 助 教授 竹 内 章 中 華 人民共和 国 日 中 地震予知 共 同 研究
62 . 9 .  30 
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寄 稿
ニ ュ ー ト ン ・ ス プー ト ニ ク ・ 宇宙科学
今度， 筆 者 は 日 本学術振興会特定 国 派遣研究者 と し
て， ケ ン ブ リ ッ ジ 大学， 天文学研究 所 及 び， ス コ ッ ト
ラ ン ド の セ ン ト ・ ア ン ド リ ユ ー ス 大学， 応用数学研究
所で， 研究す る 機 会 を 終 え ， 8 月 中 旬 に 帰国 し た 。
帰 国 早 々 ， モ ス ク ワ か ら 一通 の 国 際電報が届 い た 。
1 0 月 1 日 か ら 4 日 間， モ ス ク ワ で開 催 さ れ る 『宇宙 フ
ォ ー ラ ム 』 への招 待状でい旅費 ・ 滞在 費 すべ て 、 む こ う
で 負 担す る と い う 。
今年 は ， 世 界 で初め て 地球大気圏 外 に 人工衛星 （ ス
ブー ト ニ ク ） が， ソ ビ エ ト で30年前 （ 1957年 ） の 10 月
4 日 に ， 打 ち 上げ成功 と な っ た 記念 すべ き 年 であ る 。
そ の ス ブー ト ニ ク 成功30周 年 記 念 の 行事 と し て ， モ ス
ク ワ で宇宙科学の 将 来， 人 間 と 宇宙 な ど を テ ー マ に し
て， 公開討論す る の が r字宙 フ ォ ー ラ ム 』 の 主 旨 であ
っ た 様 であ る 。
今年 は ， ニ ュ ー ト ン が， f皮の研究成果 「 プ リ ン キ ピ
ア」 こ と 「 自 然哲学の数学的諸原理」 を 世に 問 う た 300
年 （ 1687年， ニ ュ ー ト ン 45オ ） 記 念 の 年 で も あ る 。 ケ
ン ブ リ ッ ジ で研究生活 を 送 っ た ニ ュ ー ト ン と ， 筆者の
工学部助教授 坂 井 純 一
か か わ り は ， 物理学 を 専 門 と す る 関係上， 又 、 ニ ュ ー
ト ン 力 学 を 専 門 課程 で 講義 し て い る た め 長 い が， 今 回
の筆者の ケ ン ブ リ y ジ 滞在が， 丁度 プ リ ン キ ピ ア 発刊
300 年記 念 と 重 な り ， よ り 深 ま っ た 気がす る 。
去 る 3 月 下 旬 ， プ リ ン キ ピ ア 300 周 年 記念 と し て ，
記念切手が発行 さ れ た 。 （ 図 参照 ）
こ の 記念 記手 は ， 4 枚一組に な っ て い る が， そ の 1
つ に 人工衛星 と 地球 と ， そ し て 人工衛量 な ど の物体 を
高 い 所 か ら 投 げ た 時 に 描 か れ る 軌道 を デザイ ン し た も
のがあ る 。 物体の軌道 は ， 約 300 年前以上に ニ ュ ー ト
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ン が， 人工衛星 を 念頭 に お い て 書 い た か ど う か， 筆者
も 不明 で あ る が， 300 年 前 の ニ ュ ー ト ン の研究成果が
30年前に ソ ビ エ ト で実現 さ れ， そ れ ぞれ， ケ ン ブ リ ッ
ジ と モ ス ク ワ で， そ の 歴 史 的 成 果 の 記 念 を 祝 っ た わ け
で あ る 。
ス プ ト ニ ー ク の 成功以来， 30年間 で宇宙科学 は ， 格
段 の 発展 を と げた 。 近 い状 来， 宇宙空 間 に お け る 長期
的科学観測所， そ し て ， 人閉 め居住空間 も 実現す る だ
ろ う 。 ア メ リ カ の N ASA が， 1977年 半 ば に 太 陽 系 の
惑星探査 の た め 打 ち 上 げ た ， 科学衛星（Voyager 2号）
が木星， 土星， 天王星の探査 を 終 え ， 約 2 年後の 1989
年 8 月 24 日 に 海王 星 に 接近すべ 〈 今 な お 飛行中 であ る
こ と は ， 驚 き であ る 。 ニ ュ ー ト ン 力 学 に 従 っ て ， 人工
衛星が運動 し て い る と 言 え ， 地球か ら は る か 彼方 の 衛
星 を 正確 に 制御 出 来 る 技術は ， 多 く の科学的発見 を 我
々 に も た ら し た 。 昨年 のハ レ ー 茸星接近 て二 世 界 各 国
の 共 同 で， 3 機の 人工衛星 がハ レ ー 茸星 を めがけ， 打
ち 上 げ ら れ， そ の 接近の T V 生 中 継 も ， 記憶 に 新 し い 。
筆者の専問分野 で あ る ， 字宙 プ ラ ズマ物理学 は ， 宇
宙の99%以上 を 占 め る 『 プ ラ ズマ』 の物理的性質の研
究が 目 的 で あ る が， 科学衛星 の 観 測 成 果 に よ り ， 増 々 ，
太陽 系 プ ラ ズマか ら ， 銀河 系 外， そ し て ， 宇宙初 期 の
プ ラ ズマ の研究へ と 研究対象が拡 が っ て き て い る 。
来年の 8 月 下 旬 か ら ， イ タ リ ア の パ レ ン ナ で， 宇宙
プ ラ ズマ物理学 の 国 際研究集会が開催 さ れ る 。 こ の 会
議 は ， 2 年毎 に 開催 さ れ， 前 回 は ， 昨年の 5 月 中 旬 ソ
ビ エ ト の チ ェ ル ノ ブ イ リ 原 発事故直後， 事故現場 か ら
約lOOOkm離れ た グ ル ジ ア 共和 国 の ス フ ミ で開催 さ れ た 。
日 本か ら ， 早川 名 大学長， 大沢氏 （ 名 大 プ ラ ズマ研 ），
高 原 氏 （ 東大天文 台 ） と 筆者 が 出 席 し た 。 前 回 は ， ハ
レ ー琴星 の ソ ビ エ ト 側 の 研究速報が， ホ ッ ト ニ ュ ー ス
と な っ た が， 来年 は ， 何が新 し い 発 見 と し て 飛 び 出 て
く る か， 今か ら 楽 し み で あ る 。
セ ン ト ・ ア ン ド リ ユ ー ス 大学の Priest 教授 と は ， 約
2 年前 か ら 共 同 研 究 を 開始 し て お り 今 回 の渡英 は ， そ
の 共 同研究 （ 太陽 プ ラ ズマ に お け る 紅炎 の形成の理論
的 モ デルの構築 ） を ， 完結 さ せ る の が 第一意的 目 的 で
あ っ た 。
な か な か， う ま く 進 ん で い な か っ た 仕事 も ， “窮す
れば通ず” で， 集 中 的 に 専 念 し た お 蔭 で， 難点 を 突破
出 来 た 。 英 国 滞在 中 に 論文 を ま と め ， 投稿に こ ぎ つ け
ら れ， 今後増 々 ， 国 際共 同研究の必要性 を 痛感す る 。
今後， 富 山 大学 に世 界 的 研 究者 を 招 待 し ， 世 界が注 目
す る 研究成果 を ， こ の富 山 の地 で 多 く 発表す る こ と が，
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我 々 に 果せ ら れ た 使 命 と 思 う 。
ケ ン ブ リ ソ ジ 大学天文学研 究所は， わ ず か教授 が 2
名 で あ る 。 研究 員 は 多 い が， 世 界 各地か ら の 長期 及 び
短 期 に わ た る Visiting Scientist が 多 い こ と で あ る 。
こ の 研 究 所 は ， Theoretical Astrophysics が 中 心 で，
特 に 共 同 利 用 の大型観測装置が あ る わ け で な く ， 理論
中心の研究所であ る 。 し か し ， 常 時 外 国 か ら 研究者が
20名 ほ ど い る 。 こ の 様に 外国 か ら 多 く の研究者 を 引 き
つ け る 魅 力 は 何か ？ そ れ は ， 2 名 の 教授が， そ の 理
論分野 で＼ 世 界 の指導的立場 に あ る か ら であ る 。 も ち
ろ ん ， 彼等か ら 指導 を 受け た 優 秀 な phD を 終 え た 研究
者が， ア メ リ カ に 渡 I） ， そ の 能力 を 充分発揮 し ， 名 声
を 得て い る 研究者が 多 い の も 理由 の 1 つ で あ る 。
筆者は， 高 名 な コ ー ネ ル大学の ゴー ル ド 博士 に ， 同
研究所 てイ局 然会 っ た 。 ゴー ル ド 博士 は ， 1960年代 に ，
直径 300 m も あ る 電波望遠鏡 を ， 地球の く ぼみ を 利 用
し て 作 っ た 指導 的研究者 であ る 。 又， 電波 を 周 期 的 に
出す天体 （ パ／レサー ） ケ ン ブ リ ッ ジ 大学天文学研究
所 と 道路 を へ だ て た 所に あ る キ ャ ベ ン デ ィ シ ュ 研究所
の Hewish と そ の phD 学生であ っ た Jocelyn Bell （ 現
在 Jocelyn Bell Burne！ と し て ， エ ジ ン パ ラ 王 立 観 測l
所 で 活 躍 ） 女 史 が 1967年 に 発 見 し ， Hewish だ け が ノ
ーベ ル賞 を も ら っ たーが， 中性子星であ る と し て Nature
誌に 論文 を 書い た 事で有名 であ る 。
ケ ン ブ リ ッ ジ は ， ニ ュ ー ト ン 以 来の伝統の た め， 外
国 か ら 研究者 を 引 き つ け る と 同 時 に 自 然環境 （ 天文学
研究所 は ， 町 の は ず れてや 回 固 め 中 に あ る が， 中心部で
も ， 田 園 と 町が共存す る 雰囲 気 で あ る ） が， 人 を し て
創造的 発 想 を も た ら す 環境が あ る ら し い 。
筆者 は ， 専 門 を 異 に す る Rees 教授か ら ， 新 し い 分
野 （ 広 い 意味の宇宙論） を 学ぶのが 目 的 であ っ た 。 Rees
教授 の 名 声 は ， 筆者がア メ リ カ ， ソ ビ エ ト な ど に 滞在
ケ ン ブ リ ッ ジ 大学の st. John ’s Col lege 
力 ム 川 に か か る 橋の上 よ り
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中、 何度か， 専 門 分野 の 異 る 人か ら 慣 れ 、 た 。 i皮 英す る
前に Rees 教授 の 書 い た 論文 に 目 を 通 し た 所， 理論物
理の 多 く の 分野 に 精通 し て お ら れ る 様 に み う け ら れ た 。
理論屋の書 く 論文 と し て は ， ア イ デア が 豊 富 で あ る 点
筆者が， こ れ ま で書 い て き た 論文 の ス タ イ ル と か な り
呉 っ て お り 魅 力 を 感 じ た 。
会 っ て 何度 か 議論す る 聞 に ， 次 の 2 点 が明 ら か に な
っ た 。 彼 は ， 常 に よ リ 器本的 な 問 題 簡 単 に 解 け そ う
に な い 大 き な 問 題 を か か え て い る 事， そ し て 又， 現
不正 の 問 題点が何か を ， 多 く の 分 野 に わ た っ て 把握 し て
い る 点 で あ る 。 従 っ て ， 次 に ど ん な 研究 を 推進すべ き
か の 将 来 的 見通 し が明 る い事 であ る 。 こ の 点 は ， 研究
指導者 と し て 必 須 の 素 養 であ る 。 将 来 大 き く 開 花す る
と 予 想 さ れ る 分野 を 見通 し ， 指導す る 力 が， phD 研究
者養成 に は 必 須 で あ る 。 重 村l の 底 を つ く 様 な ， 又 は ，
学 問 分 野 の 成 熟 期 が過 ぎ た 分野 の 研究 を こ れ か ら 新 し
く 研究 者 に な ろ う と す る 著 手 に 与 え て は ， 優秀 な 人 材
を ダ メ に し か ね な い 。
従 っ て ， 研究者 の 生 命 は 。 5 年 後， 10年 後 に 世 界 の
ト ピ y ク ス に な る テ ー マの研究 を 推進 出 来 る か 百 か で
あ る 。 Rees 教技 は ， 30A ー に し て ケ ン ブ リ ッ ジ 大学教校
と な り 、 す？ く し て ， 自 分 な り の 大 き な シ ナ リ オ を 持 っ
て， 学問分野 を 切 リ 防j L 、 た 人 で あ る 。
大学での研究成果 の 公 聞 が， 近年 と り さ だ さ れ て い
る が， ケ ン ブ リ ッ ジ では ， そ れ が 臼 然 に ， 日 常 的 に 行
わ れ て い る 点が印 象的であ っ た 。 研 究所や department
に は ， 必ず と い っ て よ い 位， 博物館や 展示室 （ 時 に は ，
廊下が展示場 と な っ て い る ） が あ り ， 常時， 研究成果
が 公開 さ れ て い る 。 学 聞 の 歴 史 を 作 っ た 実験装置， 写
真 な どが， 廊下 な ど に 所狭 し と 展示 さ れ， わ か り やす
し 、 解説文がつ い て い る 。 又， ご く 最近 の 研究成果 は ，
そ れ ぞ れ の 研究室 の 部 屋 の 前 の 廊 下 の 按 な ど を 利 用 し
て 図 ・ 写真な ど を 用 い て ， わ か り や す く 解説 し て あ る 。
論文 と し て 発表 さ れ た ， 研 究 成 果 が 1 ～ 2 年 後 に は ，
小学生 に も 見当た 出 来 る 教育環境 が あ る 。 実際， 筆者の
滞在 中 に ， 小学生が研究所 を 見学 に き た 。 又， 年 l 回
全教官が半 日 の 時 間 を さ い て 『Open day』 と 称 し て ，
自 分 の研究成果 を 公開 す る 日 が あ る 。 ポ ス タ ー セ ッ シ
ヨ ン と い う ス タ イ ルの 研究 発表 は ， 今 で は ， 学 会 な ど
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でめ ず ら し く な い が， 研究者か＼ 自 分の 最新の研究成
果： を ， 一般市 此 の 方 々 に ， ポ ス タ ー な ど を 利 用 し て ，
わ か り や す く 説 明 す る の で あ る 。
富 山 大学 で も せ め て 高校 生 に ， 教官の 研究成果 を 公
開 す る 日 を 設 う け た ら ど う だ ろ う 。 大 学 で ど ん な 研究
を 行 っ て ， ど ん な 成果 が あ っ た か 7 大学 で何 を 研究
出 来 る の か ？ も っ と 公 開 す る 事が必要 であ る 。 高校
生が， 大学の研究の場 を 見学 し て ， 科学 を ， そ し て 学
問 を や り た い と 希望 に 胸 を ふ く ら ま せ， そ し て ， こ ん
な 研 究 を や り た い と 思 わ せ る 魅 力 あ る 研究発表の場 で
な け れ ば， 大 学 の 存 在 意義が問 わ れ る だ ろ う 。
実際ケ ン ブ リ ッ ジ 大学天文学研究所 で は ， こ の 『Open
day』 に む け て ， 3 か 月 前 か ら ， そ れ ぞれ 各研究者が
工夫 を こ ら し て ， ポ ス タ ー ・ ス ラ イ ド ・ 映画 な ど， い
ろ ん な 手段 を 使 っ て ， わ か り やす く 最先端の 自 分 の 成
果 ι 理解 し て も ら う 様努 力 すべ し と の 所長通達が く
ば ら れ て い た 。
最先端 の研究成果カ＼ 国際会議で研究仲 間 で発 表 さ
れ， 大学の講義で， 学生 に 教授 さ れ， そ し て 又， 専 門
外の 人 々 に 公 開 さ れ， そ の 成果 の 評価 を 問 う こ と を 日
常 化 し て こ そ ， 大学の地域社会 での 存在意義 も 増す 。
入試の 難 易 度 に よ る 大学の ラ ン ク 付け か ら 脱 出 す る
た め に は ， 他大学 では や っ て い な い 事 を ， 研究教 育 の
両 国 で行 っ て ， ＂＂1：生 を 引 き つ け る 事が大切 で あ る 。 増
々 ， 研究大学 と 教育 大 学 の 区 別 を 色 濃 く し よ う と す る
外圧， 内 圧 の 中 で， 研 究 と 教育 が う ま く 両 立 し な い 大
学 の 存 在 意義 が な い と 思 つ 筆者 に と っ て ， 何 と な く 将
来 は 時 い 。
砂 筆者 は ， 日 本学術振興会の特定国 派遣研究者 と し
て 「 日 本学術振興会特 定 国 派遣研究者 と し て ， ケ ン
ブ リ ッ ジ 大学 及 びセ ン ト ・ ア ン ド リ ユ ー ス 大学 に て
宇宙 プ ラ ズマ物理に つ い て 共 同 研究並びに ヨ ー ロ ッ
ノ ぞ 各研究所での研究討 論」 を 目 的 と し て ， 昭和61 年
1 2 月 31 日 か ら 昭和62年 8 月 1 5 日 ま で連合王 国， フ ラ
ン ス ， ス イ ス ， オ ー ス ト リ ア ， ド イ ツ 連邦 共 和 国 に
j帯在 さ れ帰 国 さ れ ま し た の で， 特 に 原稿 を 依頼 し た
も の です 。
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職 員 消 息
《新任者住所》 〈住所変更〉
学 生 部 教育学部
厚 生 課 長 貴 島 健 一 附属 中 学校
養 護 教 諭 河 井 道 子
人文学部
外国 人教師 エ ン ド レ ス ・ ウ ル リ ー ケ
教 養 部
助 教 授 成 田 節
経済掌部
助 教 授 志津 田 一 彦
文部事務官 大 門 l% 
理 学 部
助 教 授 松 島 房 和
〈電話新設〉
経済学部
教 授 大 西 武 士
文 部 技 官 岩 坪 美 兼
主 要 行 事
部
（ 於 ： 豊橋技術科学大学 ）
2 日 第 2 回 黒 田 講堂 改築専 門部会
入学試験管理委 員 会専 門 委 員 会
3 日 第 5 回補導協議会
4 日 第 1 回教務委員 会
7 日 構内交通対策委 員 会
9 月 1 日
～ 4 日 昭和62年度 （ 第24回 ） 東 海 ・ 北陸地 区 国 立
学校等 会 計事務職員 研修会
A斗ゐqJ 
昭和62年10月 1日発行 品同千
8 ～ 9 日 大学院問題検討懇談会 （ 於 ： 信州 大学 ）
第47 回 国 立大学学生部次長協議会
（ 於 ： 熊本大学）
9 日 第 6 回評議会
第 6 回補導協議会 ・ 第 2 回学寮補導 委 員 会
の 合 同 委 員 会
10 日 第 3 回 学 園 ニ ュ ー ス 編 集 委 員 会
1 1 日 第 3 回 大学院委 員 会
第 5 回 入学試験管理委 員 会 ・ 第 4 回 入学者
選抜方法研究委員 会 の 合同 委 員 会
18 日 第 7 回評議会
21 日 第 2 団 体育施設運営協 議会
第 1 団 体育 部会
22 日 富 山 消 防 署 立 入検査
24 日 国際交流委 員 会
公開 講 座 （ 健康 ス ポー ツ 教室ー パ ト ミ ン ト
ン コ ー ス ） 10 月 2 日 ま で
事務改善委 員 会 第 2 部会
昭和62年度高等学校長協 会 と 大学 と の 懇談
L>.. 
-;i:;:. 
25 日 部課長 会議
第 5 回事務協議会
公開 講 座 （ 現代 を 考 え る ） 10 月 17 日 ま で
第 1 1 回 全 国 大学保健管理協会北陸地区保健
婦 ・ 看護婦班研究会 （ 於 ： 福井県立智 大 ）
26～ 27 日 経理部 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 於 ： 山 中 温 泉 ）
施設課 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 於 ： 山 代 温 泉 ）
28 日 D N  A 実験安全委 員 会
予算執行管理専 門部会
第 6 回 入学試験管理委員 会 ・ 第 5 回 入学者
選抜方 法研究委 員 会 の 合 同 委 員 会
29 日 東 海 ・ 北陸地区国立大学長会議 （ 於 ： 金沢大学 ）
29 ～30 日 14大学事務 局 長 会議 （ 於 ： 山 形大学 ）
30 日 第 3 囲 黒 田 講堂改築専 門 部会
人 文 学 部
9 月 1 日 授業再開
2 日 大学院委員 打合せ会
授業時間割担当 者会議
4 日 事務連絡会





10 日 教務 委 員 会
1 1 日 図 書委 員 会
14 日 前学期授業終了
16 日 教授 会
人事教授 会
図 書委員 会
17 日 将来計画委員 会 ・ 施設委員 会合同 会議
18 日 事務連絡会
1 9 ～ 20 日 真率 会 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 於 ： 芦原温泉）
2 1 日 教務委 員 会
入学者選抜方法検討委員 会
22 日 富 山 消防署立 入検査
胃 及 び肝機能検査
28 日 事務連絡会




9 月 1 日 附属小学校， 附属養護学校， 附属幼稚園 第
2 学期始業式
4 日 予算委員 会
7 日 教育実 習
7 ～ 9 日 昭和 62年度教 員 養成学部学生合宿研修
（ 於 ： 国立立 山 少年 自 然の家）
9 日 附属学校（ 園 ） 予算配分会議
10 日 教務委 員 会
1 6 日 入学者選抜方法検討委員 会
教務 ・ 補導合同委員 会
教授会
人事教授会
16～ 18 日 全 国 国 立大学附属学校連盟北信 越 地区校園
長会， 副 校 園 長 会 及 び北信越地区協議会
（ 於 ： 長 岡 市 ）
17 日 胃 及 び肝機能検査
図 書委員 会
22 日 富 山 消防署立 入検査
30 日 カ リ キ ュ ラ ム 委 員 会
Fhu q‘u 
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胃 及 び肝 機能検査
済 学 28 日 事務連絡会
9 月 7 日 施設整備委員 会 ｜ エ 学 部
各種委 員 選考委 員 会
9 日 教務委 員 会
図 書委 員 会 9 月
入学方法検討委員 会 l ～ 2 日 大学院工学研究科 入学試験
教授会 2 日 教務委 員 会
1 0 日 夜 間 主 コ ー ス 運営委 員 会 9 日 教授会
14 日 図 書委 員 会 工学研究科委 員 会
1 6 日 教務委員 会 専任教授会
人事教授会 1 1 日 大学 院工学研究科 入学試験合格者発表
教授会 14 日 図書委 員 会
17 日 防火対策委 員 会 1 6 日 胃 及 び肝機能検査
2 1 日 経済学部及 び教養部教務 委 員 会委員 の合同 21 日 前学期授業終了
会議 入学試験検討委員 会
胃 及 び 肝機能検査 22 日 工場運営委員 会
22 日 富 山 消 防 署立 入検査 富 山 消 防署立 入検査
コ ン ビ ュ ー タ ー 管理運営委 員 会
24 日 吾西ム岡芳全長三Z手女長只田 � 教 蔓28 日 図 書委 員 会
財務委 員 会
29 日 教務委 員 会 9 月 2 日 図書委員 会





14 日 図書委 員 会E里
将来計画委員 会1 6 日
17 日 教務委 員 会
9 月 1 日 授業再開 補導委員 会
4 臼 事務連絡会 22 日 胃 及 び肝機能検査
大学院理学研究科入学者選抜調査書審査 富 山 消 防署 立 入検査
7 ～ 8 日 大学院理学研究科入学者選抜試験 30 日 施設整備委員 会




1 6 日 学科主任会議
立 山研究室運営委員 会 9 月 2 日 外 国 図 書購入打合せ （ 於 ： 金沢大学附属図
18 日 大学院理学研究科合格者発表 書館 ）
事務連絡会 4 日 係長事務 打合せ会
1 9 ～ 20 日 真率会 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 於 ： 芦原温泉） 14 日 係長事務打合せ会
22 日 富 山 消 防署立 入検査 1 7 日 ワ ー キ ン グ グルー プ と 富士通 S E と の打合
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せ会
21 日 胃 及 び肝機能検査
22 日 富 山 消 防 署立 入検査
28 日 係長事務打合せ 会
館報編集委員 会
29 日 目 録 シ ス テ ム 運用 懇 談 会









9 月 4 日 第 8 回 ト リ チ ウ ム科学 セ ン タ ー将来計画 ワ
ー キ ン グ グルー プ会議











9 月 2 日 大学院 入学志願者書類審査
1 6 日 胃 及 び肝機能検査
（ 工学部職 員 －40オ以上， 男 ・ 女 ）
17 日 胃 及 び肝機能検査
（ 教育学部職員 －40オ以上， 男 ・ 女 ）
21 日 胃 及 び肝機能検査 （ 本部， 経済学部， 附属
図書館， 保健管理セ ン タ ー， 地域共同研究
セ ン タ 一， ト リ チ ウ ム科学セ ン タ 一一職員
40オ以上， 男 ・ 女 ）
22 日 胃 及 び肝機能検査 （ 人文学部， 理学部， 教
養部職 員 一40才 以上， 男 ・ 女 ）
25 日 第 1 1 回 全 国 大学保健管理協会北陸地区保健














9 月 3 日 あ ゆ み編 集委員 会
10 日 教授会
1 7 日 あ ゆ み編集委員 会
報 第287号
。訂正 （ お わ び）
学報 昭和62年 9 月 l 日 発行 第286号
Aえ． 一ー 戸巴』 ， 訂 正 筒 所 誤 正
1 自 次 人事際勧告 人事院勧告
2 学 事 学生課 入学主幹
ア ン ト ワ ー プ大学 ア メ リ カ 合衆国 ア メ リ カ 合衆国
9 
ア メ リ ン ク ス 研究室 へ主張 へ 出 張
行政職俸給表 号俸 l ～ 28 2 号俸 を l 号俸
13 イ 行政職俸給表（ー ） に し ， 以下 1 号
づっ繰 り 下 げ る 。
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「一一 ）一一一一一一一一一一一一一 一1
一職員会館の宿泊の御案 内 － I 
＠利用 日 … … 土 ・ 日 曜 日 及 び祝 日 も 利用 で き ま す ．グ � 
＠ 申 し 込み…利用 日 の 2 目 前 ま で に．グ ｛ 
＠門限時刻 午後 1 0時 御協力 を ・ グ ； 
｝～J 
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町1 丁 目 5-18
電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 附
口6qd 
